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　十二時を過ぎると、オフィスの人間は三々五々、散っていく。連れ立っていく者もいれば、ひとりで出ていく者もいる。

　あらかた人が去ってから、幸原ゆきはら亜子あこは弁当の入ったトートバッグを持って席を立った。期待と不安ではち切れそうな胸を抑えながら、エレベーターホールに向かう。

　ドキドキしすぎて眉間にシワが寄ってしまっているが、ぶ厚い眼鏡と太いフレームに隠れているので、誰も彼女の緊張には気がつかなかった。

　三十七階建てのオフィスビルの三十三階に、亜子が働いている食品専門商社ピリウーラクのオフィスがある。六階まではショップエリアで、このビルに入っているオフィスの従業員のほとんどが、下階のショップエリアにある飲食店で昼ごはんを食べる。

　上りのエレベーターに乗るのは、亜子ひとりだ。

　広いエレベーターの中に入って、足元を見ながらトートバッグを抱きしめる。この中には、亜子の弁当箱のほかに、もうひとつ大きな弁当箱も入っていた。

（本当に……来てくれるのかな）

　昨日、社長室の来客が去り、コーヒーカップを下げに行くついでに、社長へお茶を出すことにした。その時に、いつもコーヒーだからと考え、余計なお世話かもしれないと思いつつ、ほうじ茶を持って行った。

（社長は、ほうじ茶なんて飲まないかもしれない）

　ロシア人とのクオーターである社長は、女性もうらやむほどに絹のようになめらかで白い肌をしている。彫りの深い顔立ちを包む、やわらかく少し長めの黒髪は、前髪をきっちりと後ろに撫でつけていて、キリッとした雰囲気をかもしていた。青味がかったグレーの瞳は、切れ長の目と相まって怜悧な印象を受ける。けれど薄い唇は、いつも微笑をたたえているので、とっつきにくい印象はなかった。

　ひと言で言えば美麗、あるいは華麗な容姿の社長、如月きさらぎ学人まなとの前に湯呑を置くと、彼は疲れた息をこぼして鼻を近づけ、ふっと目元をゆるめた。

「ほうじ茶か」

「は、はい」

「うまいな。落ち着く」

　言葉通り、リラックスした吐息をこぼした学人の反応に、亜子もホッとした。

「あの、お茶……お好きなんですか？」

「うん？　そうだな。素朴なものは、好きだ。特に、和食なんかはな。イメージと合わないと思うか？」

　いたずらっぽい口調で言われ、ドキドキしながら首を振る。

「見た目がこうだし、付き合いなんかもあるんでな。どうしても洋食や高級な和食が多くなるが……久しぶりに、祖母の煮物が食べたいな」

　遠い目をして頬をかすかに持ち上げた学人から、郷愁が漂う。胸を突かれて、亜子は思わず言っていた。

「あのっ、私……煮物、できます。いつもお弁当を作って持ってきていて……だから、私の煮物でよければ、その」

「本当か？」

　はずんだ学人の声に目をパチクリさせると、楽しみにしていると笑いかけられた。カァッと満面に血が上って、早口に「それじゃあ明日、作ってきますので、屋上で」と頭を下げて社長室から飛び出した。

　夢見心地のままで終業した後、フラフラと男性用の弁当箱を購入し、今朝はいつもより早起きをして、ふたり分の弁当を作ってきた。内容は、肉じゃがと、きんぴらごぼう。それと、ピーマンと塩昆布の炒め物、卵焼きだ。

（貧乏くさいなぁ）

　どれも作りなれたもので、白いご飯によく合うものだ。けれど、ちっとも見た目がかわいくない。色どりだって、ほぼ茶色だ。

（リップサービスだったのかも）

　社員のやる気を起こさせるのも、社長の務め。見るからに地味な自分は、華やかなファッションの女性社員の中でも浮いている。子どもっぽい丸顔は、しもぶくれでカッコ悪い。背も低く、太っているわけではないが、スタイルがいいというわけでもない。

　目はアーモンド形で大きいと褒められたことがあり、ぶ厚い眼鏡越しだと目が小さく見えて損しているから、コンタクトにすればいいと勧められるのだが、ドライアイなので眼鏡のままだ。

　唯一、自分でも気に入っているストレートの黒髪は、仕事の邪魔にならないように、うなじのあたりでまとめている。

　おとなしい性格をそのまま全身で表現している亜子の友人たちは、今をときめく有名商社に入社できたことをよろこんでくれたと同時に、どうしてと不思議がっていた。亜子自身も、なぜ入社できたのかと疑問を持っている。働きはじめ、明るく華やかな社員たちの姿を見れば、さらに不思議な気持ちがふくらんだ。

　そんな亜子を見て、学人はとっさに自信のない社員だと判断したに違いない。だから気持ちを奮い立たせるために、弁当の提案によろこんで見せただけなのかもしれない。

　ポーンと軽い音がして、エレベーターが三十七階で止まった。ここは高級料理店とバーのフロアだ。昼時なのに閑散としている飲食店フロアを抜けて、奥の通路に行くと屋上に出る階段が現れる。

　一段上るごとに、不安が期待を押しつぶしていく。

（お弁当が無駄になっても、夕ご飯に食べればいいよね）

　ほんのちょっと、夢を見せてもらった。あの時のときめきだけで充分だ。

　屋上への扉を開けるころには、そんな気持ちになっていた。

　扉を開ければ、ブワッと強い風が一瞬のうちに亜子を包み、すぐに去った。目の前に広がるのは、コンクリートの広い床と、ぽつりぽつりと置かれている背もたれのないベンチ。落下防止用のフェンスと、どこまでも広がる青い空だった。

　この付近には、ここよりも高い建物はない。そのため、地上では建物に細かく切り刻まれてしまう空も、屋上ではその大きさを堪能できる。慣れない雰囲気と仕事に疲れたある日、なんとなく屋上に上って目にした光景に心を奪われてから、亜子はいつも昼食を、ここで食べていた。

　もともと、憩いの場にするつもりだったらしく、小さな東屋も設置されているので雨の日でも利用できる。だが、いままで誰かとここで遭遇したことはない。

　扉から一番遠いベンチに落ち着いて、亜子は目を細めてまぶしい青を見上げた。とても開放的な気分になれる。何もかもがちっぽけで、取るに足りないことだと思えた。屋内に戻れば、いつもの気分に戻るのだが、わずかな時間でもすがすがしい気持ちになれるここが、亜子は好きだった。

　弁当箱を取り出して、蓋を開ける。学人は来ないと思い極めて食べ進めていると、「おーい」と声がした。

「えっ」

　振り向けば、片手を上げた学人が近づいてくる。とっくに来ないとあきらめていた亜子の胸が、ドキドキと高まった。身動きできずにいると、傍に来た学人が亜子の膝の食べかけの弁当を見た。

「遅くなってしまったな」

　ニコッとした彼の人なつこい表情に、さらに心音が激しくなった。気にする風もなく隣に座った彼に、ペットボトルのお茶とコンビニのエクレアを差し出される。

「えっと、あの」

「弁当を作ってもらうのに、礼のひとつもないのは失礼だろう？」

　ほら、と差し出されて受け取りながら、口内でモゴモゴと礼を言う。昔から馴染んでいるふうな態度で、学人はトートバッグから弁当を取り出し、蓋を開けた。地味で素朴な弁当を目の当たりにして、どんな顔をするだろうとうかがっていると、学人は目を輝かせ、二度ほど首を満足げに動かした後、箸を手にして「いただきます」と手を合わせた。

　意外な行動に目を丸くすれば、首をかしげられる。

「意外だったか？」

「いえ、はい……イメージと違っていたので」

　ハハッと軽い笑い声を立てて、学人は弁当を食べはじめた。

「よく言われる。――うん、うまいな」

　目を細める彼は、率直な感想を言ってくれている。うれしくなって、亜子はほほえみながら弁当の続きに取りかかった。

　こうして女性社員の憧れであり、男性社員の尊敬の的でもある学人と並んで弁当を使っているなんて――自分の料理を彼が食べているなんて、信じられない。空にぽっかりと浮かんでいる綿雲のように、心がふくふくとふくらんで浮き上がる。

　先に食べはじめていた亜子と、ほぼ同時に食べ終えた学人は、まぶしいほどの笑みで「うまかった。ありがとう」と言うと、弁当箱をトートバッグに入れて、亜子の膝を枕に横になってしまった。

「ひゃっ、あ……しゃっ、社長」

　うろたえると、軽く膝小僧を叩かれた。

「いい弾力だ」

　ニヤリとされて、心臓が口から飛び出そうになる。くつろいだ風の彼に文句も言えず、礼として渡されたエクレアを食べることにした。

（平常心、平常心……きっと、社長にとってはなんでもないことなんだわ）

　自分に暗示をかけようとしても、膝上の重みを意識してしまう。年の離れた弟を膝に乗せていたこともあるし、あれと変わりないと自分に言い聞かせてみても、落ち着けなかった。

　意識が散漫になっている亜子は、エクレアのクリームが口の端についているのに気づけない。食べ終えた唇には、チョコレートのかけらも残っていた。ふうっと息を吐いて、ペットボトルのお茶に手を伸ばすと学人が起き上がった。

「ついているぞ」

「えっ……っ！」

　ペロリと口の端を舐められて、目を見開く。笑みを含んだグレーの瞳が、愉快そうに輝いたかと思うと、眼鏡を奪われて唇をふさがれた。

「んっ、ぅ……ううっ」

　唇を丁寧に舐められて、口内を舌でまさぐられる。エクレアの味の名残を追いかける学人の舌に翻弄される亜子の口内が、ゾクゾクと甘く痺れた。

「ふ、ぅ……んっ、んんっ、ぅ、う」

　しっかりと頭を手のひらで包まれていなくても、逃げようという気は起きなかった。現状が理解できない。どうして、学人にキスをされているのだろう。

「んっ、ふ……う、ぅうっ」

　彼のまなざしは、まっすぐに亜子の目に注がれている。魂が、灰色がかった空に包まれている錯覚におちいって、身動きができなくなった。

　肩に乗せられた手が腕を滑り太ももに触れて、スカートの裾から中へ入った。イスに座った彼の膝に引き寄せられて、ショーツの脇から指を入れられる。繊細な女の肉花を指先で上下になぞられると、喉がヒクリとわなないた。

「ぅ、ふ……んっ、んんっ、ん」

　唇は離れない。ますます激しく乱暴に口腔を蹂躙されて、肌が熱くとろけた。熱が下腹部に集まって、奥を溶かして愛液を生み出す。とろりとこぼれた愛液が学人の指に掬われて、塗り広げられると快感が増した。

「んぅっ、う、ふ……んんっ、ん、ぅ、う」

　ここが屋上で、誰がいつ来るかもわからない場所だということを忘れてしまう。指は深く差し込まれ、隘路を擦った。ビクビクと太ももが痙攣し、ますます秘所が濡れてほとびる。

（どうして……なんで、こんな……っ、き、気持ちいい）

　羞恥と快楽に全身を朱に染めて、彼のされるにまかせる亜子は、抵抗の二文字を忘れていた。腰が勝手に揺れ動いて、与えられる刺激を求めてしまう。

　なにかが体の奥からせり上がってくる。それを追い求めて、亜子は目を閉じて集中した。濡れ音が体の奥から頭の芯に響いてくる。学人の指が奏でている音は、背骨を駆けのぼって意識を乱し、亜子の全身を熱く激しく震わせた。

　やがて――。

「っ、ふ、んぅうううっ！」

　ビクンと腰を跳ねさせた亜子の下肢から、大量の液があふれ出た。太ももを伝って落ちるものを感じながら、うっとりと目を開ける。間近に楽しげなグレーがかった青い瞳があった。いたずらっ子のような目に思わずほほえむと、唇が離れた。

「おいしかった……明日も、頼めるか？」

　放心したままコックリとうなずけば、頬に軽いキスをされた。立ち上がった学人に頭を撫でられる。

「それじゃあ、また……明日」

　去っていく颯爽とした後姿を見送りながら、亜子は自分の身に何が起こったのか、把握ができていなかった。
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「あっ、社長……んっ」

　翌日は、弁当を食べ終わるとシュークリームを与えられた。今度は注意してクリームをつけないようにしたのだが、食べ終えると学人の顔が近づいて、眼鏡を持ち上げられたかと思うと唇をふさがれた。

「んっ、ぅ」

　二度目のキスは彼の膝に乗せられて、たっぷりと与えられた。胸の先が甘く疼くほど、時間をかけて堪能された亜子の息は、切れ切れになってしまった。上気した頬にキスをされ、ベンチに寝かされたかと思うと、ブラウスのボタンを開かれ、ブラジャーをずらされた。

「しゃっ、社長」

　あわてて彼の肩を掴むと、ニヤリとされた。獰猛な気配のある、けれどどこか茶目っ気を感じさせる笑顔にドキリとする。動きを止めた一瞬のうちに、乳房に顔を伏せられた。

「あっ、ん……っ、社長……あっ、あ」

　あまり大きくはない、標準的な乳房は学人の手のひらにぴったりとおさまった。やわやわと揉みしだかれ、指の股に色づきを挟まれて刺激されれば、甘い疼きが波紋のように広がった。

「ふっ、ぁ……あっ、ん、ダメ、です……っ、あ」

　視界には薄雲のかかった青空が広がっている。誰が来るかもわからない野外で、淫らな行為に及ぶなんてと恥じらいながらも、淫靡な刺激に身をよじる亜子の胸はたっぷりと濡らされて、乳嘴はツンと尖って熟れてしまった。

「ダメ？　こちらの口は、よろこんでいるみたいだがな」

「ひぁっ」

　スカートをまくられて、脚を持ち上げられる。するりとショーツをずらされたかと思うと、そこに顔を伏せられてギョッとした。

「しゃっ、社長……あっ、そんな、とこぉ……んっ、ぁ、ああっ」

　秘所を憧れの社長に舐められている。ブルブルと震えながら、亜子はイヤイヤと首を振った。逃げようとしても、しっかりと腰を捕まえられていて動けない。身もだえる亜子の陰唇に深く舌が突きささり、濃艶なキスが与えられる。

「はっ、ぁ、ああう……くっ、ぅうんっ、あっ、ああ」

　気持ちよすぎて、声が勝手に出てしまう。舌は前方に移動して、花芽を捕らえた。

「ふぁあっ、あっ、ひぅうっ、しゃ、ちょぉおっ」

　かつてない刺激に目が回る。クラクラしていると、愛撫を追加された。花芽を舌でなぶられながら、指で秘裂をまさぐられて、わけがわからなくなる。

「ひぁうううっ、ふぁ、あっ、ダメっ、ぁ、ダメぇ」

　おかしくなってしまう！　と、叫んでも、学人の攻めはゆるまなかった。背をしならせて快楽に追い詰められて、恍惚の瞬間に突き上げられる。

「はっ、あぁぁああ――っ！」

　ひときわ高く長い悲鳴を上げて、ドッと愛液をあふれさせた亜子の下肢から、学人の顔が離れた。唇を舐めた彼の、獣欲を含んだまなざしにドキリとする。組み敷かれ、頬を両手で包まれてキスをされた。

「んっ、ふ」

　法悦の気だるさを引き延ばそうとするかのように、学人はゆるやかに舌を動かした。濡れた下肢がヒクヒクと、なにかを求めてわなないている。それがゆっくりと収束するまで、学人のキスは続けられた。

「は、ぁ」

　唇が離れて、ぼんやりした目で学人を見れば、耳元でささやかれた。

「いいか？」

　主語がわからないままうなずけば、起き上がった学人は財布から小さなパッケージを取り出し、ベルトを外してズボンを下着ごとずらすと、隆々とそびえる熱槍を取り出した。

（ああ、私……社長に抱かれるんだ）

　眼鏡を奪われた視界では、彼の輪郭がぼんやりとしていて、その動きは判然としない。けれどなんとなく、色の違いで学人がなにをしているのかは把握できた。

　視線を学人から空に向ける。ぼやけた視界でも、空は眼鏡をかけた時とおなじ表情をしていた。

（はじめてが、社長なんだ）

　学人はそれを知っているのか。知らないだろう。こんな場所で、流されてとはいえ、体を許している女が処女だなんて思いもよらないはずだ。

（こういうのも、パワハラとかセクハラになるのかなぁ）

　無理やりだとすれば、そうだろう。立場を盾に迫られているわけではない。彼のキスを自分は受け入れ、彼の問いにうなずいた。

（二十六年目にして、こんなところで憧れの相手に奪われるなんて）

　ドラマみたいだと思えば、クスリと笑いがこぼれた。のしかかってきた学人が不思議そうな顔をしている。首を振って、どうぞと言う代わりに彼の首に腕を絡めれば、大きく開かれた脚の間に、彼の腰があてがわれた。

「んっ、くぅ……は、ああっ」

　想像するより強い圧迫に、喉が詰まった。首をそらして息を抜こうとしても、うまくいかない。隘路はたっぷりと濡れていて、学人の動きをさえぎるものは緊張のみだった。首筋にキスをされ、耳朶を甘く噛まれると、少しだけ息が抜けた。ほんのわずかなタイミングを逃さず、学人が奥へ突き進む。

「あっ！　は、ぁあうう」

　小さな音が体の奥で聞こえた。それと同時に痛みが起こり、これが破瓜の痛みなのかと震えると、しっかりと背中に腕を回された。

「は、ぁ」

　悩ましい学人の息に胸がうわずる。彼がゆっくりと体を揺らし、亜子の内部で熱が上下した。痛みは徐々に去っていき、代わりに快感が顔を出す。

「あっ、あっ、ああ……あっ、あ」

　やさしい律動に合わせて嬌声をこぼす唇に、キスが与えられた。体中が学人に支配されている。彼に包まれているのだと、感激をすれば涙がにじんだ。舌で拭われ、キスをされ、彼の動きに身をゆだねた。

「はっ、ぁ、ああっ、あんっ、あ、あ」

　だんだんと速度を増した学人の動きに振り落とされまいと、脚を彼の腰に絡めれば繋がりが深くなった。

「はっ、ぁあっ、はんっ、あ、あっ、あぁああっ、あっ、ああ！」

　切っ先で奥をえぐられ、目の奥に火花が散った。耳の傍で学人のうめきが聞こえる。硬直し、痙攣する彼の震えが肌に伝わり、彼もまた極まったのだとわかった。

　幸福な心地に包まれて、胸をあえがせながらキスをして、体を離す。起き上がりながら眼鏡を取って装着すると、こわばった顔の学人がいた。

「社長？」

「はじめて、だったのか」

　固い声に、濃艶な余韻に包まれていた肌が硬く引き締まり、冷たくなった。

「えっと、あの」

　めんどくさいと思われただろうか。重たいものを背負わされたと考えているのかもしれない。

（どうしよう）

　ごまかすための妙案が浮かばないかと思考をめぐらせてみても、なんにも思いつかなかった。冷や汗が背中ににじむ。すると、学人は表情をやわらかくした。

「そうか……はじめてだったのか」

　はにかむような、噛みしめているかのような表情と声音に、心がじんわりとあたたまる。少なくとも、嫌がられてはいないらしい。何かを確かめるように、二度、三度とうなずいた学人が、まぶしいものを見る目でほほえんだ。

「ずいぶんと大胆だったんだな」

「えっ」

「はじめてが屋外であっても、ためらわずに受け入れただろう？」

　からかう気配が含まれている。真っ赤になると、サッと唇を奪われた。

「いいんだ、ありがとう」

「あ、あの」

「ゆっくりしていきたいところだが、打ち合わせがあるんだ。亜子は休憩時間、いっぱいに休んでから戻るといい。体がつらいなら、時間を超過しても問題ない。いまは、急ぎの仕事はないだろう？」

「は、はい……ありがとうございます」

「じゃあな」

　今度はこめかみにキスをされた。身支度を整えた学人に、淫らな行為をしていた名残は見受けられない。彼が扉の向こうに消えるのを確認してから、亜子はゆっくりと唇を動かした。

「亜子って」

　下の名前で呼ばれた。末端の事務社員である自分の名を、学人は知っていた。それどころか、下の名前で呼んでくれた。

　ふんわりと心がふくらみ、頬が持ち上がる。脚の間はまだ何か挟っているような違和感があるけれど、学人と繋がった証なのだと考えれば、それすらも愛おしく感じられた。

（きっと社長は、本気じゃないんだろうけど）

　彼の周囲には常に女性のウワサがつきまとっていた。彼の秘書はスラッとした長身の美女で、洗練された都会の女という雰囲気だ。西洋風な顔立ちの学人と、モデルみたいな秘書が並んでいる姿は絵になった。

　身支度を整えて屋上からオフィスに戻ると、学人と秘書が並んで立っていた。

「ほんと、美男美女だよねぇ」

　傍にいた事務員の言葉に、胸が鈍く痛んだ。

「なんか、太刀打ちできない完璧なふたりって感じ」

「ほんと、ほんと。だけど社長、この間はＣＭ撮影の時に、親密な雰囲気だったらしいよ？　あの女優と」

「あの女優って、もしかしてペットフードのＣＭに新しく起用した、元アイドルの？」

「そうそう。打ち合わせの時、ふたりで寄り添うようにしてたって」

　キャアッとウワサ話に興じている事務員たちの横を通り過ぎ、自分の席に戻ってため息をつく。

（そうよね。社長には、華やかな女の人が似合うよね）

　自分みたいに地味な女はお呼びじゃない。ちょっと毛色の変わった女を味見してみたくなっただけ。

　目の奥に痛みが走り、瞳が潤んできた。深呼吸をしてパソコン画面に視線を据える。電源を落としておいた画面には、パッとしない童顔の女が映っていた。

（社長とは、どうがんばってもつり合わないな）

　自嘲を口許に漂わせて、胸の痛みを無視しながら午後の仕事に取りかかった。
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　学人に弁当を作るようになってから、三日後のこと。

「幸原さん、手が空いている？」

　社長秘書の鮎川あゆかわに声をかけられ、亜子はビクリと背筋を伸ばした。入社してからいままで、彼女から声をかけられるなんて、かつてなかった。もしかして学人との屋上での逢瀬がバレて、とがめられるのかとヒヤヒヤしながら顔を上げると、親しみのある笑みがあった。

「ええと、なんでしょう？」

「ちょっと、代筆をお願いしたいのよ」

　笑顔のまま眉を下げられ、困っているらしいと気づく。

「社内の手書きの文章、全部幸原さんがやってくれているのよね」

　面接の時、履歴書の文字がとてもきれいだと褒められた。だからなのか、手書き文字が必要な場合は、亜子に筆記の仕事が回ってくる。幼いころから祖母に、料理と共に習字もみっちりと教え込まれているので、文字を書くのは得意だった。

「はい、そうです……けど」

　いぶかりながら返事をすれば、ホッとした様子で「それじゃあ、筆もいける？」と問われた。

「大丈夫です。ええと、熨斗紙かなにかですか？」

「手紙よ、手紙。取引先の業者の方がね、日本が大好きなんですって。それで、筆文字の手紙を受け取ってみたいって、前の会合でポロッとこぼされたのよ。だけど私は、筆はちょっとね……それで、社内で字がきれいな人は誰だってことになって、幸原さんの名前が挙がったの」

「はぁ」

　生返事をすると、ちらっとパソコン画面に視線を向けられた。

「悪いんだけど、社長室で代筆をしてきてくれない？」

「今からですか？」

「その仕事が、一区切りしてからでいいわ」

「わかりました」

「じゃ、よろしくね」

　美人の笑顔は同性であっても見惚れてしまう。咲き誇る花のような鮎川にうなずいて、パソコン画面に向かったらヒソヒソ声が聞こえた。

「社長室に行けるなんて、うらやましい。手紙を書く間、社長とふたりっきりでしょう？」

「だけど、幸原さんだからねぇ」

「ああ、うん、まぁ、安全だよね」

　他者から見ても、自分は学人にふさわしくないんだなと冷笑を浮かべて、きりのいいところまでこなしてから席を立ち、社長室の扉をノックした。

「入れ」

「失礼します」

　ドキドキしながら扉を開けると、座り心地のよさそうな大きなイスに腰かけた学人にニヤリとされた。ドキリと心臓が跳ねる。室内に踏み込むと、席を立った学人に手振りで鍵をかけるように指示をされた。

「仕事の手紙だが、祖父のころから取引のある、家族ぐるみの付き合いもしている相手なんだ。プライベートな内容も含まれているから、鮎川にも外してもらった」

　そんな重要な手紙の代筆ができるのかと、彼の会社以外の側面も知られる貴重な機会にワクワクしながらうなずけば、大きなテーブルに導かれた。重厚なマホガニーの木目も美しい書斎机は、創業以来、社長が代々使っているものだと聞いている。アンティークの机に近づくと、青海波模様が下辺に描かれた便箋と筆ペンが置かれていた。

「美濃紙の便箋だ。せっかくなら、こだわろうと思ってな」

　イスを引かれ、失礼しますと言いながら腰かけて机に向かう。文面はルーズリーフに横書きで書かれていた。筆ペンを手にし、ルーズリーフの言葉を流麗な文字で便箋に記載していく。手元に学人の視線が注がれて、ドギマギした。

「あの、あまり見ないでください」

「緊張するのか？」

　頭をコクリと動かせば、顔をのぞき込まれた。

「俺に見られると、困るのか」

「困るというか、慣れていないので」

「見られることに？」

　キュッと唇を引き結べば、耳元でささやかれた。

「慣れればいい」

「えっ……あっ」

　そのまま耳を舐められて、ゾクゾクした。

「あの、社長……手紙、書けません」

「後でいい」

「後でって……んっ」

　眼鏡をずらされ、唇をふさがれて、筆ペンを奪われる。イスをクルリと回されて、体を学人に向けられた。顎を持ち上げられて、キスを受けると体の奥がフツフツと熱くなる。どうしてこの人といる時は、いつもこうなってしまうのだろう。日常と官能が地続きに密接している。

「は、ぁ……社長、こんなところで……あっ」

「鍵は閉めている。亜子が大声を出さなければ、バレないさ」

「バレないって」

　まさか続きをする気かと目を見張れば、挑むような笑みを向けられた。獣じみた気配に、心臓がわなないて体の奥が熱くなる。

「色っぽい顔をして……誘っているのか」

「してませんっ」

「している」

「きゃっ」

「静かに」

　低く鋭く注意され、両手で口をおおった。学人の手がブラウスのボタンにかかり、開かれる。ブラジャーをずり上げられて、顔を寄せられると期待に体が疼いてしまった。

（私、いやらしい）

　カァッと体が熱くなる。観察する目で見つめられながら、胸先を口に含まれ吸われると、脚の間がヒクついた。反応している自分の体を、あさましいと恥じれば快感が増す。扉の向こうでは社員たちが通常通り仕事をしているのに、社長室で乳房をあらわにされて、下肢を淫らにわななかせている自分にクラクラした。

（こんなの、ダメなのに）

　学人をとがめることができない。理由はわかっている。彼に惹かれているからだ。たとえ遊びであったとしても、求められるよろこびは手放せなかった。

　彼の手が下肢に伸び、膝を持ち上げられる。イスの上に足を乗せられ、開かれた場所に指が迫った。ショーツをずらされ、秘所に指が伸びる。

「もう、湿ってる」

　クスクスと笑いに震える声でささやかれ、体の芯が甘くとろけた。指が沈み、開かれ、擦られる。液を奥から掻き出すように刺激されたヒダが、学人の指に絡みついた。

「んっ、う……ぅ、うふ……んっ、ん」

　奥歯を噛みしめようとしても、快感に口が開いてしまう。両手で押さえていても、指の隙間からくぐもった嬌声がこぼれ出た。向こう側に聞こえてしまったらどうしようと、視線を扉に流すと眼鏡を奪われた。

「俺に集中しろ」

　眼鏡を奪われた状態でも、はっきりと端正な顔立ちがわかるほど学人の顔が近くにある。アップに堪えられる美しい肌と、蠱惑的なグレーがかった青い瞳に意識を奪われた。

「いい子だ」

　軽くキスをされ、彼の頭が沈んだかと思うと、女丘に息がかかった。秘裂のはじまりを舐められて、ビクンと腰が浮く。思わず高い声が出そうになって、あわてて気を引き締めた。

「んっ、ぅ……んんっ、んっ、んぅ、う」

　わざと音を立てて舐められ、聴覚を淫らに乱される。声を抑えきれそうになくて、学人の頭を片手で叩いた。

「どうした」

「んっ、無理です……っ、声……でちゃ、ぅう」

　指で刺激されながら訴えると、キスをされた。

「かわいいな」

　さりげなく言われて、聞き間違いかとキョトンとすれば、鼻先を重ねられた。

「かわいいよ、亜子」

　はっきりと繰り返されて、満面に血が上る。真っ赤になって、口をパクパクさせていると、テーブルを指で叩かれた。意味がわからず見つめると、ニッコリとした学人が来客用のソファにあるクッションを持ってくる。

「これに顔をうつぶせていれば、大丈夫だろう」

　やめる気はないのだと、はっきりわかった。亜子としても体の疼きが止まらないので、愛されることはやぶさかではないのだが、扉の向こうには大勢の社員がいる。鍵をかけているとはいえ、ためらうには充分すぎるほどの理由があった。

「亜子が欲しい」

　耳元で低く艶やかに求められれば、逆らうなんて無理だった。クッションを抱きしめて顔を伏せれば、テーブルにうつぶせに突っ伏す形になった。スカートがまくられて、尻を掴まれる。亜子の秘所はすでに準備万端だった。挿入の瞬間を待ち望み、ヒクリヒクリとうごめいている。

　衣擦れが聞こえ、ビニールを破る音がした。彼が準備をしている気配に体中が高まっていく。彼に貫かれ、繋がる心地よさを覚えてまだ日が浅いのに、相性がいいのか学人の扱い方がよかったのか、亜子はすっかり情欲のよろこびに開花していた。

　切っ先がぴったりと添えられて、先端で秘裂をなぞられるとゾクゾクした。体の奥が飢えを覚えて、愛液が熱を招くためにあふれ出る。したたる欲望に満たされて、亜子の尻は勝手に揺れた。グッと両手で掴まれて、尻に指が沈む。学人のたくましいものが、ゆっくりと差し込まれた。

「んっ、ぅ……うぅ……ふっ、ぅ、うう」

　じっくりと開いては引いて、を繰り返す学人の動きは、とてつもなく緩慢でじれったかった。早く奥まで欲しいのに、なかなか到達してくれない。もどかしさに胸の先が疼いて、もっと強い刺激が欲しいと全身が粟立った。

　ようやく半ばまで挿入されたと思ったら、学人はそこより奥にはいかずに激しい抽挿を開始した。

「ぅううっ、うっ、うっ、んぅうっ、うっ、う」

　しっかりと腰を押さえつけられて、小刻みに刺激をされるままにこぼれた声が、クッションに吸い込まれる。足が快感に痺れて力が抜けて、床からかかとが浮き上がった。かき回された愛液が空気と交じり、いやらしい音を立てている。気持ちがいいのに奥が物足りなくて、切なくて頭の芯がたわんできたところで、一気に奥まで貫かれた。

「っ、ぅううっ！」

　ギュウッと強くクッションを抱きしめて、窒息しそうなくらいに顔を押しつける。体内の彼がビクンと跳ねて痙攣し、それを隘路が甘く絞った。軽くあやすように擦られて、学人が抜ける。ぐったりとした亜子は、クッションを抱いたまま動けなかった。

　呆けていると、下肢を拭われた。恥ずかしいと思う余裕すらなくなっている亜子は、されるがままになっていた。意識がぼんやりしている。こんな場所で求められ、絶頂を味わうなんて夢にも思っていなかった。

（どうして、こんなことをするんだろう）

　屋上で、食後に求められるのだって異常と言える。もしかして、都合のいい性欲処理の道具として扱われているだけなのか。

　それでもいいと考えてしまう自分が情けない。近くにいるのに手の届かない、物理的ではなく精神的に遠い存在だと思っていた、憧れの人。それが目の前にいるどころか、声をかけてくれて、キスをしてくれて、抱いてくれた。

（奇跡みたい）

　この会社に就職ができたことだって、奇跡みたいなものだと友人たちに言われるまでもなく、亜子自身も思っていた。だからこれもきっと、その延長上にあるものなのだ。

（本気なはず、ないよね）

　胸の奥が鈍い痛みを覚えて、重たくなった。涙がこぼれてしまいそうだが、いまさら泣くには遅すぎる。泣きながら抗議をするのなら、はじめて彼に抱かれた時にするべきで、すっかり受け入れてしまっている状態でしたって、うっとうしがられるだけだろう。

　ほんのわずかな夢を見させてもらっているだけ。

　けれど心の奥は、さらなる奇跡を求めていた。彼に愛され、恋人として扱われ、ゆくゆくは結ばれてしあわせな家庭を築く。

　宇宙旅行をするよりも、ずっと遠い望みに思える。

　グルグルと考えに沈んでいると、クッションから顔を上げられなくなった。すっかりきれいに肌を拭われ、身支度を整えられて肩をトントンと叩かれる。のろのろと顔を起こせば、照れを交えてはいるものの、ゆるぎない自信を含んだ魅惑的な笑顔があった。

　愛しさにキュンと絞られる胸を抑えて、ブラジャーがずり上がったままだったと気がついた。あわてて胸をしまって、ボタンをかけてイスに座る。深呼吸をして、与えられた仕事に戻らなければと、心の葛藤に指先を震わせながら眼鏡を探せば、学人の手が先に眼鏡を掴んだ。

「亜子」

　甘いささやきと共に、眼鏡を耳にかけられる。

「今度は、弁当じゃなく温かい煮物が食べたい」

「えっ？」

「なかなか時間が取れずに、デートにも誘えていなくて悪かったな。土曜日、夕方……俺のマンションに来てくれないか。できたての亜子の手料理が食べたいんだ」

　まっすぐに求められ、勘違いをしそうになってしまう。

「でも、そんなことをしたら、誤解をされませんか？」

「誤解？　なんのことだ」

「こ、恋人みたいじゃないですか。もしも、誰かに見られたら」

　言いよどむと、グッと鼻をつままれた。

「ふぁっ？」

　学人の眉根が寄っている。嫌悪をあらわにされて、ギュッと胃のあたりが萎縮した。

「みたい、じゃない。俺は、亜子と付き合っているつもりでいたんだが、俺じゃ不服か？」

　噛んで含めるように、ゆっくりと問われてポカンとした。

「なんだ、その顔は。誰にでも手を出す男だとでも、思っていたのか」

「いえ、でも……私なんか、地味で目立たなくて、なんの取り得もないですし」

　社長の相手にふさわしいとは思えない。隣に立ってもつり合わない容姿。かといって、それを補うだけの、突出した何かを持っているわけではない。ごくごく平凡な、誰にでもできることしかできない人間だ。

　うつむいて落ち込んでいると、抱きしめられた。頬を重ねられると、涙がにじんだ。親指でそっと目じりをなぐさめられて、いたわりのキスをされる。

「前に言わなかったか？　見た目がこれだから勘違いをされるんだけどな、俺は素朴なものが好きなんだ」

　少しキザで最高な告白を受けて、亜子は彼の胸に泣き崩れた。
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　食材の入ったエコバッグを下げている自分は、ものすごく場違いではないのかと亜子は不安になった。

　マンションの場所を聞き、迎えに行くと言われたが大丈夫ですと断った。子どもではないのだし、駅からそう遠くはない距離だった上に、駅からマンションまでの間にスーパーがあることを確認し、そこで買い物を済ませてから行きたかったので、待たせるのは悪いと思ったのだ。

（ここで、間違いないよね）

　目の前にそびえている高層マンションは、どう見てもホテルとしか思えなかった。ガラス張りの自動ドアの向こうには広いエントランスがあり、奥にカウンターが見える。パリッとした服装の中年女性が姿勢正しく立っており、ホテルのような雰囲気を強めていた。

　入り口横の壁に打ちつけられている銀のプレートに目を向けて、ガレリアタワーズ、という表記を確認する。学人に教えられたマンションの名前で間違いない。ここの最上階だと言われていた。

（どうしよう、入りづらい）

　自分の持っている服の中で、シンプルながら上品なものを選んだ。くるぶしよりも少し短いふんわりとしたベージュのスカートに、小花柄のシフォンブラウス。髪は下ろして左側だけレースの花をあしらったピンで留めている。靴はグレーのフラットシューズ。小さめなショルダーバッグもグレーで、エコバッグは白地にネコのシルエットが描かれているポリエステル製だ。

　ものすごく場違いだ。きっと、こんなマンションに住んでいる人は、プチプラファッションなんてしていない。

（社長、だもんね）

　庶民が住んでいるマンションとは違うのだと、入る前から圧倒されていると、スマートフォンに着信があった。

「はい、もしもし」

『亜子？　迷子になっていないか。大丈夫か』

「大丈夫です。いま、マンションの前にいます。すぐ上がりますから」

『そうか。下りていく』

「いえ、待っていてください」

　ちょっとの間を開けてから、わかったと言われて通話が終わる。

（よしっ！）

　あんまり待たせても悪いと気合いを入れて、肩から提げているエコバッグを抱え直すとエントランスに踏み込んだ。カウンター奥の女性が電話を受け取り、チラリと視線を向けられる。会釈をすれば笑顔を返され、受話器を置いた女性に「いらっしゃいませ」と言われて面食らった。

「え……あの」

「如月様から、来客があるとの連絡をいただきました。どうぞ、奥のエレベーターで最上階までお進みください」

「はぁ……ありがとうございます」

（やっぱり、ホテルみたい）

　手入れの行き届いた広いエントランスを横切り、オレンジのランプが照らすエレベーターホールに行く。よく磨かれた空間に、萎縮しそうになってしまった。

　エレベーターに乗り、扉の上にある階数表示をながめながら到着を待つ。エレベーターの上昇と共に、気持ちもどんどん高まっていく。学人に会える期待と、自分を見て失望されるのではないかという不安。

（素朴なものが好きだって言われたけど、マンションはぜんぜん素朴じゃない）

　外見がこれだけ立派なのだから、部屋もとてもすごいに違いない。ドラマなどで見るような、おしゃれに統一された部屋なのだろうか。それとも、ひとり暮らしにしては広すぎる、とんでもない豪邸のようなものなのか。

　キッチンも、もしかしたら高級な大理石でできた、洗練されたプロの料理人が立つにふさわしい造りをしているのかもしれない。

（そんな場所で、焼き魚とか……庶民料理を作るなんて、緊張する）

　想像のキッチンに恐れおののいていると、目的の階に到着した。

「わぁ」

　職場の屋上と負けず劣らずの景色にため息をこぼす。地上にいた時は感じなかったが、ここでは風に髪が揺れた。それだけ高い場所にいるのだと、視界だけでなく肌でも感じて学人の部屋を目指す。

「亜子」

　玄関から顔を出した学人の姿に、キュンと心が甘く啼いた。さわやかな笑みとラフな服装は、会社とはまた違った魅力を放っていた。

　白のスキニーパンツは、長い足をさらに長く見せている。ネイビーのＶネックカットソーはシンプルながら、彼の引き締まった体つきを伝えてくるのに最適なラインをしていた。

「こ、こんにちは」

「入って」

「はい！　おじゃまします」

　おそるおそる踏み込んだ玄関は、人が三人ほど立っても狭くは感じられないほど、広かった。シンプルで使い勝手のよさそうな傘立てが置かれている。小さな扉に目を向けると、シューズインクローゼットだと説明された。

「買い物、済ませてしまったんだな」

　エコバッグをさりげなく奪われて、先に立つ学人について行く。

「ここにくる間に、スーパーがあったので」

「一緒に、買い物をしたかったんだけどな」

　流し目をされて、赤くなった。

「でも、社長を付き合わせるのは、悪いので」

「亜子」

　クルリと振り向かれ、立ち止まると身をかがめられた。美麗な顔が近づいてくる。

「ここは、会社じゃない。亜子の恋人の家だ」

「こっ、恋人」

「そうだ。まさか、俺の名前を知らないわけじゃないだろう？」

　うなずけば、ニンマリされた。

「なら、名前で呼ばないとな」

「ええと……如月、さん」

　違うと首を振って示され、おずおずと言い直した。

「ま、学人さん？」

「そうだ」

　軽く額にキスをされ、機嫌よく廊下を進む学人の背を見る。照れくさくなって、キスをされた額に手を当てて彼に続いた。

　家の中はきれいに整頓されていた。あまり物がない。家具は茶系でまとめられ、壁紙は白。リビングダイニングの広さは、十六畳ほどだろうか。キッチンはカウンタータイプで、三畳半ほどだった。

「料理の前に、お茶にしよう」

　キッチンに立った学人が、エコバッグの中身を取り出しながら湯を沸かす。

「いえ、おかまいなく」

「かまわせてくれ。恋人が自分の部屋を訪れたら、かまいたくなって当然だろう？」

　キラッと学人の目が愉快そうにきらめいて、クラクラした。会社で見る颯爽とした社長の姿ではなく、若々しくやんちゃな気配をかもす学人の姿に、鼓動がうるさくなってしまう。

「座っていて」

　うながされ、テレビボードの前にあるソファに腰かけた。ガラス天板のローテーブルが置かれている。キョロキョロしていると、コーヒーのいい香りが漂ってきた。

「亜子は、砂糖は？」

「いります」

「いくつ？」

「ふたつで」

「ミルクは？」

「欲しいです」

「わかった」

　冷蔵庫を開ける音がして、目を向ければ白く小さな箱を取り出していた。楽しそうな学人の様子に胸がふくらむ。自分を歓迎してくれているのだと伝わってきた。

「口に合えばいいんだが」

　目の前に出されたのは、苺がたっぷりと載せられたタルトだった。タルト生地の中にカスタードが詰められて、その上に苺が飾られている。見るからにおいしそうだ。横を見れば、チーズケーキがあった。

「こっちのほうが、よかったか？」

　視線に気づいた学人に問われ、首を横に振る。

「いただきます」

　苺の酸味とカスタードの甘さ、タルトのサクサク感が絶妙で、おいしかった。コーヒーも、香りが強くて味が濃い。しっかりとした味わいのタルトと、相性抜群だった。

「おいしいです」

「よかった」

　ニコニコする学人に、亜子もニッコリした。おいしいだけでなく、彼が自分のためにケーキを買ってきてくれて、コーヒーを淹れてくれたことがうれしくてたまらない。このまま時が止まってくれればいいのにと思うほど、幸福だった。

「亜子は、甘いものを食べている時、いい顔をするな」

「そうですか？」

「少し、妬ける」

「えっ、あ」

　口の端を舐められて赤くなると、クックッと喉を鳴らされた。恥ずかしくなって、わざとふくれて顔をそむける。ドキドキと心臓が落ち着かない。こんな状態で、料理を失敗しないかと不安になるほど、心がさざめいていた。

　ケーキを食べ終え、彼に肩を抱かれてキスをされる。

「その服も、かわいいな」

「ありがとうございます。でも」

「うん？」

「こんな格好、ふさわしくないかなって、ちょっと入るの、ためらっちゃいました」

　キョトンとされて、いじけた気持ちを抑えながら笑いかける。

「こんな格好の人は、住んだりしていないだろうなぁって」

　きっと普段着も、ブランド物をさりげなく身につけている住人ばかりに違いない。自分の格好は家政婦あたりが妥当ではないかと、こっそりと心の中で落ち込むと抱きしめられた。

「亜子は自分に自信がないんだな」

「え？」

「俺の言葉が、信用できないか？　亜子は、かわいい。俺の目を、俺の趣味を否定するのか？」

「いえ、それは」

「亜子が自分を卑下するということは、そういうことだ」

　ジーンと胸が熱く震えて、下唇を噛んでうつむいた。

（どうしよう……うれしすぎて、泣きそう）

　頭の上にキスをされて、背中を撫でられる。彼の腕に包まれれば、現実感が乖離した。特別な存在になれた気がする。いままでの自分とは違う、別の誰かになったみたいだ。

　けれど、これは日常と地続きの、まぎれもない現実だった。たまに実現しない夢として、ほかの女性社員同様、学人と恋人になれたらと夢想をすることがあったけれど、かなうとは思ってもみなかった。

　それもこれも、彼にほうじ茶を出したのがはじまりだ。

（おばあちゃん、ありがとう）

　祖母がおいしいお茶の淹れ方や、和食の作り方を教えてくれていなければ、学人に目をかけられはしなかった。こんなにすてきで幸福な時間を、過ごすことなどできなかった。

　キスをして、抱きしめられて、笑顔を交わす。

　なんてことない時間が、とてつもなく貴重で得難い宝物だった。ふっと時計を見て、そろそろ仕込みをしたいと言えば、手を繋いだまま学人が立ち上がった。彼とともにキッチンに立ち、買ってきた食材の下ごしらえをはじめる。学人は邪魔にならないよう、カウンターの向こうに立って、料理をする亜子をとろける笑みでながめていた。

　メニューはアジの塩焼きと、絹さやと薄揚げの味噌汁、ピーマンと茄子の肉そぼろ、ミョウガと大葉とえのき茸の酢の物だ。普段、自分ひとりだと味噌汁と、翌日の弁当にも入れられる簡単なおかず程度しか作らないが、学人に食べてもらうのだからと、張り切った。

　手際よく調理していく亜子の手元を、飽きることなく学人は見ている。緊張するが、慣れた作業なので失敗をすることもなく調理は終わった。

　炊飯器が、ご飯が炊けたと教えてくれる。

「亜子の食器も、買っておいたんだ」

　そのひと言に、心だけでなく体までふわふわと飛んで行きそうになった。照れを交えることもなく、さらっと言ってのけた学人が食器を出す。そこに料理を盛りつけて、ダイニングテーブルに運んだ。

「いただきます」

　箸を手に学人が言って、亜子もそれに続いた。うまいと言われてホッとする。

「こういう料理のほうが、本来は好きなんだけどな。付き合いで、どうしても疎遠になる」

「夕食は、どうしているんですか？」

「だいたいが、付き合いの食事会だな。それがない時は、コンビニで適当に買って終わりだ」

　意外だと表情で示せば、「男のひとり暮らしなんて、そんなもんだ」と返された。

「でも、調理器具とか、そろっていましたよ」

　調味料だって、きちんとあった。

「それは、亜子が来るから買っておいたんだ。道具も一緒に買いに行きたかったんだが、時間が取れなかった」

　冗談めかして悔しそうにする学人から、半分は本音だと伝わってきた。どこまで、この人は自分を夢心地にさせてくれるのだろう。幸福すぎて怖くなる。

（私、本当に学人さんの恋人……なんだよね）

「学人さん」

　呼んでみれば、問いを乗せたほほえみを送られた。

「ちょっと、呼んでみたかったんです」

「いつも、社長としか呼んでなかったから、慣れないんだろう。だが、これからはそう呼んでくれ」

「うっかり、会社で呼んでしまったら困りますよ」

　末端の事務員である亜子が、社長の学人を呼ぶ事案は起こらない。彼と接するのは昼食の時か、仕事でなにか彼に呼ばれることがあった場合のみだ。

「かまわないんじゃないか？」

　さらっと言われてキョトンとすれば、学人も不思議そうな顔をした。

「え、だって……変に思われるじゃないですか」

「変って、なにが」

「社長を下の名前で呼ぶなんて」

「公私混同だと思われるかもしれない、ということか。それは、配慮をすればいい。俺も、亜子と呼ばないように気をつけないとな」

　軽い笑い交じりの学人は、亜子の危惧を少しも理解していない。

「違いますよ。私と付き合っているって、知られたら困るんじゃないんですか？」

「なんで、困るんだ？　事実なんだし、社内恋愛は禁止していないんだから、かまわないだろう」

「いえ、ええと……だって、社長は人気があって、だから、その、私みたいな地味で取り得のない、ただの事務員が相手だなんて、その」

「亜子」

　厳しく呼ばれ、言いながらだんだんうつむけていた顔を上げる。学人は眉をそびやかし、声同様に厳しく表情を引き締めていた。

「私みたい、なんて言い方はやめてくれ。俺は亜子を選んだ。誰かに何かを言われて、そうしたわけじゃない。俺自身が、亜子がいいと求めたんだ。人気？　嫉妬を気にしているのなら、配慮をしよう。亜子は地味でも取り得がないわけでもない。こんなに、おいしい料理を作ってくれる。――花は、バラや百合だけじゃないんだ」

　目元をゆるめた学人の手が、箸を持つ亜子の手に重ねられる。

「もっと、自信を持てるようにたっぷりと愛することに決めた。泊まっていくだろう？」

「えっ？」

「明日は日曜だ。それとも、予定があるのか？」

「いえ、無い……です、けど。でも、着替えとか、なんにも用意してないですし」

「俺の服を着ていればいい。夜のうちに洗濯をしておけば、朝には乾くだろう」

「いえ、でも、ええと……化粧水とか、無いですし」

「コンビニで買えるのなら、食後に買いに行くとしよう。駅前のショッピングモールに行ってもいいな。食べてすぐに出れば、まだ間に合う」

　時計を見ながら提案されて、これはもう泊まる以外の選択肢はないらしいと、彼と過ごす一夜にときめく。

「それじゃあ、あの、よろしくお願いします」

　こんな時、なんと言っていいのかわからなくて、緊張気味にペコリと頭を下げると、温かな苦笑をされた。
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　近所のコンビニで基礎化粧品とショーツ、歯ブラシを購入した亜子は、やっぱり足を伸ばして駅前のショッピングモールまで行けばよかったかな、とちょっぴり後悔していた。

　買い物を済ませてマンションに戻り、たわいないおしゃべりをして先に風呂に入ることになったところで、寝間着代わりに学人の裾が長めのカットソーを渡されて、ハッとした時には、もう閉店時間を過ぎていた。

　いまさら、やっぱり買えばよかったと言うわけにもいかない。ショッピングモールに行くつもりでいた学人を止めたのは、亜子なのだから。

（だって、服とかいろいろ買うって言うんだもん）

　必要最低限だけを購入する予定でいた亜子に、次の日の着替えも買えばいいと学人は言い出した。

「ああ、そうか。どうせなら、月曜はここから出勤できるように、二着購入すればいいな。ほかにもいろいろと」

「いえ、大丈夫です！　すぐそこのコンビニで買い物を済ませましょう」

「遠慮をすることはない。夕食の礼に、いろいろと買わせてくれ」

　キラキラとまぶしいほどに善意のみに彩られた申し出を固辞して、必要最低限のものだけ手に入れてホッとしていたのだが、寝間着のことを忘れていた。今日、着ていたものは洗濯機に入れて、夜のうちに干しておく予定でいる。学人が寝間着代わりにカットソーを渡してくるのは当然のことで、それに袖を通した亜子は照れくさくてたまらなくなった。

（学人さんの服……大きい）

　裾が長めのものを借りたとはいえ、膝上まであるカットソーはぶかぶかで、彼との体格差をまざまざと感じさせられた。この格好のまま出ていくのは恥ずかしいが、いつまでも脱衣所にとどまっているわけにはいかない。

　勇気を出してリビングダイニングに行くと、テレビをみていた学人にほほえまれた。

「ああ、いいな」

　何がいいのだろうか。目を細めた彼が近づいてきて、ドキドキする。洗い立ての髪にキスをされ、間近で見つめられると心臓が止まりそうになった。

「俺とおなじ匂いになったな」

「えっ」

　フッと笑みを深めた学人が風呂に向かう。彼といると、心臓の休まるいとまがない。胸に手を当てて髪を掴み、鼻に近づける。

（学人さんとおなじ、匂い……かぁ）

　彼のシャンプーを使ったのだから、当然だ。だけど、何かが違っている。シャンプーだけでは、学人の匂いにはならない。彼自身の香りが不足している。

（やだ、私ってば、なにを考えているの）

　火照った顔を両手で包み、窓に向かう。閉じられたカーテンを少し開いて、広がる光景に小さな感嘆の吐息を漏らした。

　無数の光が地上に散らばっている。子どものころ、小さなビーズを床にこぼしてしまった時を思い出し、クスクスと笑った。

「きれい」

　つぶやいて、見つめていると現実感が遠ざかっていった。自分はどうしてこんなところにいるのだろう。なんで、学人に求められ、大切にされているのか。

（夢……かな？）

　長すぎる夢を見ているだけ。そう考えると腑に落ちた。彼を信じていないわけではないけれど、幸福すぎて怖くなる。すぐに終わってしまいそうで、シャボン玉のようにパチンと弾けて跡形もなく消えてしまいそうで――。

　ホウッと吐息を漏らして、幻想的な地上の光景と心の内に意識を向けていた亜子は、学人が戻ってきたことに気づかなかった。

「景色、気に入ったのか？」

「きゃっ」

　ビクッとして振り向けば、やわらかな視線を向けられた。頬に手を添えられて、こめかみに唇が落ちてくる。壊れ物に触れるかのような手つきで抱きしめられて、彼の肩に顎を乗せると洗い立ての髪が匂った。

（やっぱり、シャンプーの匂いだけじゃない）

　風呂に入ったばかりで薄まってはいるけれど、学人自身の匂いがなければ、彼とおなじ香りにはならない。シャンプーはうわべの匂いだ。その奥に、心を揺さぶる彼自身の魅惑的な香りがある。

　目を閉じて、彼の匂いに意識をゆだねる。ぬくもりが心地いい。浮かんだ不安と切なさがなだめられ、確かな質感が現実なのだと教えてくれる。

「亜子」

　耳元でささやかれ、息交じりのかすかな声で「はい」と答えると、抱き合ったままベッドまで移動した。電気をつけた彼の指の上に手を乗せて、消してほしいとしぐさで求める。学人は少し眉を上げ、しかたがないと言いたげにスイッチを切った。

　夜の闇に沈んだ部屋は、それでも物の輪郭くらいはわかった。ベッドに連れていかれ、寝かされて、伸し掛かられる。緊張しすぎて、笑みがこぼれた。

「どうした？」

　クスッと漏れた息を、唇で拾われる。

「いつも、ベンチとか、変わったところばかりだったから」

「確かに、そうだな」

　噛みつくようなキスをされ、小さな悲鳴がくぐもった。口内を蹂躙されて息苦しくなる。いつもよりずっと激しいキスに、目を白黒させていると詰まった息が解放された。

「っ、は……は、ふぅ」

　激しく上下する胸に手のひらが乗った。キラリと学人の瞳が妖しく揺らめいている。官能の気配を察した背骨が、期待にゾクゾクとわなないた。口を開けば、指を入れられた。舌を指先で擦られれば、唾液が湧いた。本能的に飲み下せば、彼の指をしゃぶることになった。学人の目が満足げに細められる。それがうれしくて、そのまま彼の指をしゃぶっていると、指は二本になり、口内を撫で回された。

「んっ、ん……ふ……んっ、んんっ」

　夢中になって指にしゃぶりついていると、彼の顔が近づいて、荒々しい息を耳に注がれた。

「すごく、色っぽいよ……亜子、ものすごく興奮する」

　鼓膜を愛撫する声に、亜子の下肢がヒクリと反応した。愛液が生まれて隘路を通り、女の園を湿らせる。

「ふっ、ん……学人さん」

　指が抜かれ、自分の唾液でたっぷりと濡れた指に胸先をつままれた。クリクリと転がされ、爪で弾かれ、指の腹で押しつぶされる。

「んっ、ふぁっ、あ、ああ」

　カットソーをたくし上げられ、もう片方に吸いつかれると、腰が躍った。左右の乳嘴を蹂躙されて、腰をくねらせながら学人の肩にすがりつく。シーツの上で泳ぐ脚は、彼から逃げたいわけではないのに、体を上にずらしてしまう。片腕で腰を掴まれ引き寄せられれば、女丘が彼の下腹に擦れた。

「ああっ」

　気持ちがいい。刺激を欲する飢えた女の肉花が、亜子の意識をグズグズに溶かしていく。湿ったショーツが肌に吸いつき、秘所をくっきりと浮かび上がらせた。そこに学人の熱くたぎった下肢が触れ、淫靡なよろこびと渇望が湧き起こる。

「あっ、は……ああっ、あ、ん……あっ、あ……ぅうっ」

　乳房とたわむれていた学人が身を起こし、ベッドから離れた。服を脱ぎ、隆々とそびえる己に挿入のための薄い膜を取りつける。戻って来た彼にショーツを剥ぎ取られた亜子は、膝を折って彼を迎えた。

「大胆だな」

　クスリと鼻を鳴らされて、モゴモゴと口を動かす。これが明るい場所なら、きっとできていなかった。いまは夜で、部屋は相手の輪郭がわかる程度の闇に包まれている。だから、自分の体をさらすポーズができるのだ。

　結局、何も言葉にしなかった亜子の唇に、わかっていると言いたげなキスが落ちてきた。

「俺のベッドに亜子がいる。いまだに、信じられないな」

　冗談めかしてはいるが、切ない心情が混ざっていた。なぜ、学人がそんなことを言うのかが、亜子にはわからない。恵まれた容姿、何不自由のない環境にいると思われる、社員全員の憧れの的であり、どんな女性にも引く手あまたな彼が、自分を選んだなんて、いまだに信じられなかった。

「私の方こそ」

　だから、亜子はそう言った。ちょっと首をかたむけた学人が、その先を待っている。自信のない自分をさらけ出すのが怖くて、亜子は微笑でごまかした。それよりもいまは、夢のような時間が欲しい。疼く体を彼で埋め尽くされたかった。

「学人さん」

　手を伸ばして彼の頬を包み、引き寄せる。鼻先にキスをすれば、おなじものを返された。「今日の亜子は、やっぱり大胆だ」

「そうですか？」

「君からこうされるのは、はじめてだぞ？」

「それは……だって、いつもは」

　屋上で彼を求めるなんて、できるはずがない。流されて受け止めるだけで、精一杯だ。しぐさから察したらしい学人の唇が首筋に落ちる。

「あっ、ん」

「明るいところで、積極的な亜子の姿が見たいな」

「電気、ダメですよ！」

　甘い声に鋭く言えば、わかっていると耳裏に唇が移動した。

「いまは、このまま……せっかく亜子が、俺を求めてくれているんだ。台無しにする気はないさ」

「学人さん……あっ」

　熱の先で秘裂を擦られ、ビクンと腰が跳ねた。彼の張り出しがふっくらと熟れた女の園に差し込まれる。クビレまで含まされた陰唇が、期待にうごめいた。愛液でしっとりとしている箇所を、学人はゆるゆると先端で撫でている。奥に入る気配のない、もどかしい愛撫に尻が揺れた。

「っ、う……ん……ふっ、ぅ……んんっ、ぁ……は……ぅ」

　かすかに息を乱して焦れる亜子を、学人はじっと見下ろしている。恥ずかしくて腕で顔を隠そうとしたら、阻止された。

「どうして、顔を隠す」

「だって……っ」

「どうせ、ちゃんと見えていない」

　ウソだと言いたくなるほど、学人の視線はしっかりと亜子の表情を捕らえていた。

「この腕は、こう使ってくれ」

　彼の肩に腕を移動させられて、亜子は素直に従った。ギュッと彼にしがみつき、体を寄せると乳房が潰れた。胸の先が彼の肌に擦れて、かすかな快感が肌に走った。小さくうめいて身じろぎすれば、コロコロと硬く尖った胸先が快楽を全身に広げてくれる。下肢のもどかしさと相まって、炭火で炙られているかのような、じわじわとした悦楽が体の芯にしみ込んで、たまらなく気持ちいい。

「は、ぁ……んっ、んぁ……あっ、ふ……ぅ、んぅ」

「かわいいな、亜子……すごく、いやらしい。俺が欲しいのか」

　羞恥を堪えてうなずけば、髪をやさしく撫でられた。
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「俺も、亜子が欲しい」

「学人さん」

「だが、こうして俺の下で淫らに揺れる姿を堪能したくもあるな」

　クスクスと笑われて、なんとも言えない気持ちになった。うれしくて、恥ずかしくて、もどかしくて、愛おしくて、じれったくて……そして、とても魅力的だ。

「愛している、亜子」

　蠱惑的なささやきに、ガマンの限界がやってきた。

「学人さん！」

　力いっぱいすがりつけば、彼の両腕が背中に回った。じっくりと沈んでくる熱杭に口を開き、喉の奥からせり上がる圧迫と快感を吐き出しながら、受け止める。少しずつ、引いては押してを繰り返す学人の熱に、濡れた肉花は絡みついて歓迎し、さらに奥へと導いた。

「は、ぁ……亜子、そんなにすがりつかなくても、俺は逃げない」

「違っ、そん……してませ……っ、あ、はぁ……く、ぅうんっ」

　グッと深いところまで押し広げられ、鼻にかかった悲鳴を上げれば、パクリと鼻を甘く噛まれた。

「しているだろう？　俺をキュウキュウ絞めつけて」

「は、ぁああっ、あっ、んぅ、学人さっ、あ、ああっ」

　円を描くように刺激されて、背中がしなった。腰を突き上げれば、繋がりがより深くなり、欲の張り出しに内壁がえぐられる。

「ふ、はぁううっ、んっ、ぁ、学人さぁ……んっ、ぁ、あ」

「そんなに煽らないでくれ。乱暴はしたくない」

「んっ、ぁ、はぁ……あっ、ぁ」

　彼が乱暴になることなんて、あり得るのだろうか。いつも紳士的で、やさしくて、屋上で求めてくる時は強引だけれど、決して力ずくでしようとはしなかった。

（もしも、学人さんが乱暴になるくらいに、私を求めてくれるなら）

　見てみたい。

「学人さん、私……っ」

「うん？」

「いい、です……大丈夫、ですから……学人さんの好きなように、してください」

　息を呑んだ学人の目が、ギラギラと獰猛に輝く。濃艶な悪寒が胸の底をざわめかせて、亜子はうわずった声で求めた。

「されたいです、乱暴に。学人さんがしたいように、されたいです」

「亜子」

「お願いします」

　ささやけば、ありがとうと口の中にささやきを送り返された。それが喉を通ると同時に、脚を高く持ち上げられて、激しく腰を打ちつけられた。

「っ、はぁああっ、あっ、は、ぁあううっ、はんっ、は、ぁあ、あっ、あ、あああっ！」

　縦横無尽にえぐるように隘路を突かれて、亜子はガクガクと揺れながら学人の背中に爪を立てた。しっかりと抱きしめられているのに、自分はベッドに横になっているのに、振り落とされ、どこかに飛ばされてしまいそうなほど、彼の動きは嵐のように荒々しかった。思考が千々に乱れて、快楽にすべてを支配される。

「ふぁ、は……あっ、はぁあ、あっ、んぁ、あっ、あ……はぁあっ、あぅう」

「亜子、亜子」

　切れ切れに聞こえる学人の声は熱く乱れて、苦しげだ。すがる彼の体がふくらんだ気がするのは、汗で匂いが強くなったからだろうか。勇躍する学人に翻弄された亜子は、内側に包んでいる熱が硬直し、激しく脈打つ震えを受けて絶頂を迎えた。

「はっ、ぁ、あああ――っ！」

　悲鳴の最後は、音にならなかった。息で叫んで恍惚の中に飛び込み、目を閉じて余韻を味わう。そこではじめて、自分が汗をかいていることに気がついた。心臓が弾けそうなほどに激しく鼓動を打っている。全力疾走をした直後のように、息が荒い。それは学人もおなじだった。

「亜子」

　触れた唇から、彼がいかに夢中に求めてくれたのかが伝わってきた。彼の胸のあえぎに、触れている乳房が揺れている。

「愛している、亜子」

「学人さん、ありがとうございます」

「どうして、そこで礼を言うんだ」

「だって……私なんかを、こんなに求めてくれて」

　はにかめば、頬を軽く噛まれた。

「なんか、じゃない。俺は、亜子だから求めているんだ。まだ、わからないのか」

「いえ……ええと、ごめんなさい。なんだか、不思議な感じがして」

　学人の相手にふさわしいとは、どうしても思えないのだ。何もかもを持っている彼と、何も取り得の無い自分。誰が見たって、アンバランスだと言うに決まっている。

（社長の相手なんだから、もっと美人で頭がよくて、華のある人のほうがいいって、誰もが思うのに）

　社長秘書の鮎川の姿が虚空に浮かんで、彼女なら誰もが納得するだろうと、心を痛める。こんなに幸福な時間なのに、しあわせすぎるからこそ現実を引き寄せて恐れてしまう。

（どうして、夢に浸っていられないんだろう）

　自分の臆病に嫌気がさして吐息を漏らせば、キスに拾われた。

「いいだろう」

「え？」

「わからないのなら、わかるまで徹底的に教えてやる」

　どういうことかとまばたきをすれば、繋がったままの箇所をゆるゆると擦られた。

「あ、学人さん……っは、ぁ」

「疑う余地もないくらい、求めてやるから覚悟しろよ」

「えっ、あ、ああんっ！」

　たくましさを取り戻した熱に、官能の余韻を含んだままの箇所を刺激されると、すぐに快楽の熾火が発火した。

「ふぁあっ、あっ、くぅうんっ、は、はんっ、あっ、学人さっ……あっ、ああっ」

　宣言通りに体力の限界まで求められ、愛された亜子は、翌日の昼過ぎまで目を覚ますことができなかった。
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　今日は、弁当は必要ないと言われているので、亜子は少し遅めに起きて、出勤をした。昨日は夜まで学人と過ごした。昼過ぎに目が覚めても体がだるく、なかなか動き出せなかった亜子を気遣って、学人はなにくれとなく世話を焼いてくれた。

（枕元にコーヒーを運んでもらうなんて、映画の世界みたいだったなぁ）

　無理をさせたからと、学人は亜子にベッドで休むことを勧めてくれて、夕食は駅前のショッピングモールにある、落ち着いた雰囲気のフレンチのお店にエスコートされた。和食が好きなのにいいのかと問えば、亜子はこちらのほうが楽しいだろうとほほえまれた。

　――和食を食べるなら、亜子の手料理がいい。

　さらりと言われて、耳まで赤くした亜子をリードして席に着き、慣れない亜子のために好みを聞いて注文をしてくれた。

　フレンチの店に入るなんて、めったになくてソワソワしていたが、日常と変わらない態度でいる学人のおかげで、だんだんと落ち着いて料理を味わう余裕が持てた。

（やっぱり学人さんと私は、住む世界が違うんだなぁ）

　彼の腕に抱かれても、憧れの存在であるという感覚は消えていない。夢と現実の間を、行きつ戻りつしていた。

「おはようございます」

　社員カードをリーダーにかざして、オフィスに入れば女性社員が顔をつき合わせていた。

「おはよう、幸原さん。ね、知ってる？」

　ひとりがニヤニヤしながら近づいてきて、後に続いた社員が袖を引いた。

「幸原さんは、そういうの疎いから、わかんないって」

「まあでも、いいじゃん。――ねえ、幸原さんは、心当たりある？」

「え？」

　主語が抜けているので、返答のしようがない。すると、声を潜められた。

「社長の恋人」

　ビクッと硬直すれば、「やっぱり知らないよねぇ」と、彼女たちは返事も待たずにさえずり出した。

「最近、社長がすごい上機嫌なんだよね」

「料理道具とか、基本的にはなにを用意しておけばいいんだって、笠原かさはらさん、質問されたんだって」

　笠原というのは主婦歴二十七年のベテラン事務員だ。

「調味料とか、どんなものがいるのかって聞かれて、笠原さん、面食らいながら答えてたんだけど、その後に、なんでそんなことを聞くんですかって質問したの」

「そしたら社長、なんて答えたと思う？」

「新しい事業をはじめるのかなって、普通は思うでしょ。思うよねぇ」

「でも、違ったんだって」

　とても連携の取れている彼女たちの早口に、亜子はぎこちない笑みを向けるのが精一杯だった。

（それって、もしかして）

「恋人に料理を作ってもらうから、用意をしておきたいんだって」

　キャアアッと歓声を上げた彼女たちに、何事かと男性社員が近づいてくる。

「どうした、どうした」

「あっ！　霧島きりしま課長。課長は知ってます？　社長の恋人」

「えー、社長の？　知るわけないだろ。どうせ、どっかの金持ち令嬢か、キャリアばりばりの美人だろ」

「モデルとか、女優ってセンもあり得ますよねぇ」

「大企業の若き敏腕社長にふさわしい美女であることには、間違いないって」

　ズキリと痛む胸を隠して、なんとも言えない愛想笑いを浮かべる。

（やっぱり、私なんか……つり合わないよね）

　目の前にいる亜子が、社長の相手だとは誰も思いもしていない。例として挙げられる女優やモデルの名前は、亜子とは似ても似つかない、スラッとした美人ばかりだった。どこか勝ち気な雰囲気を持つ女性たちの名前に、霧島課長が「社長夫人として来てくれたらうれしいな」と返すと、女性社員たちは「課長、ああいうのが好みなんだぁ」と、からかいがはじまった。

「でも、ほんとに、どんな人なのかなぁ……社長の彼女って」

「予想をするのはいいけど、仕事もしろよぉ」

　会話の外から声を投げられて、女性社員たちが「はぁい」と各自のデスクに戻った。課長から苦笑と共に「巻き込まれて、大変だったな」と言いたげな流し目を向けられて、小さく首を振ってから自分の席に着く。

（だけど、そうだよね。誰だって、私が社長の相手だなんて、思いもしなくて当然だよね）

　電源を入れる前のパソコンのモニターに映っているのは、縁の太い眼鏡をかけた、パッとしない丸顔の女だ。ブサイクではないけれど、特別に美人でもなければ、かわいくもない。地味で目立たない、人混みで埋もれてしまう平凡な女。

（私だって、学人さんと私が並んでいるなんて、似合わないって思うんだもん）

　自信が持てるようにと、たっぷり愛してもらったけれど、すぐに変われるわけではない。愛され、求められるたびに、よろこびと同等の不安が募っていく。

（堂々と、実は私なんですって言えるようになりたいな）

　そっと重たい息をこぼして、仕事をはじめた亜子は来客の気配に顔を上げた。入り口に、颯爽とした雰囲気の、意志の強そうな美女が立っている。入力作業を切り上げて席を立った亜子は、すぐに給湯室にコーヒーを淹れに行こうとしたが、社長室から学人が出て来たので足を止めた。

　学人は親しげな笑みを浮かべて美女に近づき、握手を交わした。美女の気配がやわらかく、甘えるように崩れる。ふたりの立ち位置は近くて、いまにも肩が触れ合いそうに見えた。

　親密な関係なのだと、周囲に伝わってくる。

　思わず胸元でこぶしを握ってしまった亜子に目を向けることもなく、学人は朗々とフロアに響く声で美女を紹介した。

「彼女は、これから新しく参入するペット関連事業で、わが社のパートナーになるペットナッツの八島やじま社長だ」

　なんとなく拍手が起こり、紹介された八島がちょっと頭を下げる。

「八島幸恵さちえです。これから、よろしくお願いしますね」

　堂々とした挨拶に、またもや拍手が起こった。

「これから、打ち合わせも兼ねて食事をしてくる。なにかあったら、遠慮なく呼びに来てくれ。三十七階のエタンセルマンにいる」

　フレンチ料理店の名を上げて、学人が八島を連れてフロアを出ると、真空の時間が一瞬生まれ、ワッとにぎやかな声がはじけた。

「ね、ねねねね！　あの人、もしかして社長の？」

「かもねー。なんか、親密そうだったしねぇ」

「打ち合わせなのに、わざわざお昼前にやってきて、一緒にランチとか、ぜったいそうだって」

「美男美女……お似合いだったわぁ」

「社長と社長って、それもう公私共にパートナーってやつじゃない」

「やっばーい！　もしかしてペット産業に参入するのって、恋人があの人だからとか？」

「あーりーうーるー」

「ほらほら、はしゃいでないで、昼までもうすぐだぞ」

　はしゃぐ女性社員たちを叱る課長の声も、どこか楽しそうだった。彼女たちの言葉に、チクリチクリと胸を痛める亜子のことなど、誰も気づかない。

　キュッと唇を引き結び、落ち込みそうになる自分を支えて仕事を進め、昼になるとすぐに席を立ってフロアから逃げるように、下りのエレベーターに飛び乗った。

（お弁当がいらないって、こういうことだったんだ）

　彼女の来訪があるから、弁当は必要なかった。どうしてそう言ってくれなかったのかと、学人を恨みそうになって頭を振る。

（別に、言わなくてもいいことだもんね。わざわざ取引先の社長と食事をするから、なんて……言わなくても）

　だけど、でも……教えてほしかった。そうすれば、少しは胸の痛みが軽くなったかもしれない。彼女がいくら美人でも、昼食を共にするとあらかじめ知っていたとしたら、これほど衝撃を受けることはなかったのではないか。

（ううん、違う。きっと、おなじだったと思う）

　自信に満ちた八島の姿を脳裏に浮かべて、亜子は食欲がないままにチェーンのコーヒーショップに入ってサンドイッチとサラダのランチセットを注文した。いまごろふたりは、見晴らしのいい最上階でフレンチを食べている。

　昨夜、学人と共に過ごしたレストランを思い出して、みじめな気持ちになった。まざまざと、生きている世界が違うと見せつけられた気分だ。

（信じてる……信じてはいるけど、でも）

　モヤモヤとしたものが、心を包んでいる。フォークをサラダに突っ込んで、もそもそと作業のように食べていく。ちっともおいしく感じられない。飲み物だけにすればよかった。

　気の進まないままにサンドイッチも食べ終えて、ぼんやりと休憩時間を過ごす亜子の脳裏で、先ほどの学人と八島の姿、土曜日から日曜日にかけての学人の声や笑顔、甘いキスが明滅する。

　――愛している。

　熱っぽくささやかれた。ベッドから出られなくなるほど、激しく求められた。

（どうして私、不安になるんだろう）

　自分に自信がないからだと、すぐに答えは見つかった。では、どうなれば自信がつくのか。彼に愛されているという自覚があるのに、どうして堂々と学人の恋人だと言えないのだろう。

（情けないなぁ）

　時計を見れば、昼休憩の終わりが近づいてきていた。席を立ち、憂鬱な気持ちのままでオフィスに戻る。学人はまだ、戻ってきてはいないらしい。そのことについて、女性社員たちはヒソヒソと、さほど小声ではなく話し合っている。それを横目に席に着いて、仕事の続きをはじめたが、学人のことが気になって気がそぞろになっていた。

（打ち合わせも兼ねてって言っていたから、時間がかかるのも当然だよね）

　どんな話をしているのか、知る由もないし知っても何もできないのだが、聞きたくてたまらなくなった。寄り添うように出て行ったふたりは、とても親密な関係に見えた。彼女の腰を学人が抱いても不自然ではないくらい、近い立ち位置だった。

（ああ、もう）

　信じなくちゃと思えば思うほど、心は打ちのめされていく。信じているのに不安になる自分を非難すれば、ますます気持ちは落ち込んだ。

「幸原さん」

「はいっ！」

　心の内側に沈み込んでいた亜子は、急に呼ばれてビクリとした。

「わっ、びっくりした」

「あっ、すみません」

「いいの。集中しているところに、声をかけた私が悪いんだから」

　柔和に目じりを下げた鮎川が、社長室のドアに視線を向ける。そこには見たことのない壮年の男性が立っていた。来客だったのかと、あわてて席を立つ。

「お茶ですね。ええと、コーヒーのほうがいいですか？」

「お茶がいいわ。お茶請けは、和菓子があればいいんだけれど」

「冷蔵庫に、羊羹がありました」

「それじゃあ、それをお出しして。ごめんね、幸原さんが一番、お茶を淹れるのがうまいから」

「いえ……それくらいしか、取り得がありませんから」

「充分すぎるくらい、すてきな取り得よ。だけど、その前にお願いがあるの」

「なんでしょう？」

「まだ、社長が戻ってないのよ。アーバンクリストの三宅さんがいらしているからって、呼んできてくれない？」

　ズシリと胃のあたりが重たくなった。気は進まないが、断る理由がない。

「わかりました。すぐに、行ってきます」

「うん。お願いね」

　言い終わると、鮎川は来客の応対に戻った。うらやましいと言いたげな視線を背中に受けて、エレベーターホールへ向かう。視線の主は、学人と八島の打ち合わせ姿を見たいのだ。

（変わってもらえるのなら、変わってほしい）

　だけど、頼まれたのは亜子だ。

　気が進まないままにエレベーターに乗り、学人が言い置いていったレストランに行けば、スタッフに声をかけられた。

「あの、うちの社長を呼びに来たんです。お客様がいらしたので」

　店員は上品な物腰で、窓際の席まで案内してくれた。学人が気づいて、笑顔の中に疑問を浮かべる。

「あ……ええと、アーバンクリストの三宅さまとおっしゃる方が、いらっしゃっています。いま、鮎川さんがお相手をされていて……社長に、戻ってきてほしいと」

「ん？　ああ、もうそんな時間か」

　ギュッと心臓が絞られた。それほど八島と過ごす時間は楽しかったのか。視線を感じて目を向ければ、物言いたげな得意そうな八島のまなざしとぶつかった。場違いにも迷い込んでしまった、哀れな動物を見ているような表情は、自信にあふれている。こちらを下に見ているのだと感じられたのは、気のせいだろうか。彼女の意識はすぐに学人に戻って、艶っぽく眉を下げた極上の笑みで「残念だわ」とつぶやいた。

「それじゃあ、そろそろ」

　席を立つ学人が、さりげなく革製のクリップボードを手に取って、入り口カウンターに向かう。その後ろに八島が続き、亜子は少し距離を置いてから後に続いた。

　まるで従者だ。

　自然とその距離を取ってしまった自分が、とてもふさわしい位置にいる気がしてならない。会計を済ませたふたりと、おなじエレベーターに乗りたくない。隔絶された空間に、三人きりでいるのは嫌だ。

　逃れる方法が見つけられなくて、亜子はふたりに付き従う形でエレベーターに乗りこんだ。ふたりは会話の続きをしている。ペット業界がどうのこうのと、仕事の話をしているが、八島はいまにも学人の肩に頭を乗せそうな雰囲気だ。学人は嫌がるそぶりも見せない。恋人の亜子が目の前にいるというのに、まったく頓着していないどころか、亜子などこの場にいないかのように振る舞っている。

（やっぱり、私が恋人ってこと、誰かに知られるのは恥ずかしいのかな）

　だから知らないフリをしているのだろうと、悲しいけれど腑に落ちる考えに納得をした。

　オフィスのある三十三階に到着すると、亜子は先にエレベーターから下りた。

「それじゃあ、またバーにでも行きましょう」

「ええ、ぜひ」

　頭を下げて、見送りの姿勢で学人と八島の会話を聞く。ドアが閉まり、エレベーターが動いたと感じたので顔を上げれば、学人の笑顔がそばにあった。いますぐに抱きしめて安心させてほしいと願った亜子に、学人は言う。

「三宅さんは、和菓子が好きなんだ。あったか？」

「羊羹があると鮎川さんに伝えたら、それをお出しするようにと言われました」

「うん、そうしてくれ。厚めに切って、お茶は急須ごと置いて行ってくれると助かる」

「はい。あの、社長」

「どうした」

「いえ……その、社長の羊羹は、どうしましょう」

「俺は、普通でいい。それじゃあ、よろしく」

「はい」

　事務的な会話を終えて、学人と共にオフィスのドアをくぐる。社長室に向かう彼と別れて、給湯室に向かおうとする亜子の袖が引かれた。

「ね、どうだった？　ふたりの雰囲気」

　こっそりと問われて、胸が痛んだ。

「うん。仲がよさそうだったよ」

「もっと、詳しく」

「お茶、出さなきゃいけないから」

　掴んでくる手を軽く押して、逃れた亜子は給湯室に入ると深呼吸をした。いまは仕事中なのだから、社長と社員という立場でいなければならないとは、頭ではわかっている。それなのに心は、恋人として扱ってもらいたがっていた。安心させてほしい。自分に自信がないのが悪いのに、学人に甘えたがっている。

（ダメだなぁ、私）

　いつまでも、こんな状態では自信などつくはずがない。お茶を淹れながら、自嘲して、羊羹を厚めに切った。

「笑顔、笑顔！」

　沈んだ顔で来客に茶を出すわけにはいかない。大人にならなければと、自分の気持ちを押し込んで、いつもの笑顔で社長室にお茶を出しに行った亜子の心は、細かな傷でささくれ立っていた。

　思うぞんぶん甘い物にかじりついて、モヤモヤを発散したい。そう、たとえばひとりでホールケーキをまるごと食べてしまうくらいのことが、したくてたまらなくなった。

















７












　買い物かごにトマトを入れながら、亜子は重たい吐息を漏らした。気持ちはずっと沈んだままで、ちっとも浮上をしてくれない。ケーキ屋の前で立ち止まってみたけれど、思い切ってケーキをホールで買うほど、能動的な気分にはなれなかった。

　どちらかといえば、石みたいにその辺に転がって、ボウッとしていたい。動く気力はまったくないのに、きちんと仕事をして、終業後には電車に乗って最寄り駅まで帰り、こうしてスーパーで買い物をしている。

（私って、すごく中途半端）

　自信を持つこともできず、かといって学人を信じていないわけでもない。彼の恋人だと胸を張って言いたいのに、周囲の評価を気にしてしまう。

　――疑う余地もないくらい、求めてやるから覚悟しろよ。

　学人の気持ちを疑っているわけではない。ただ、周りの声が、視線が、気になってしかたがないのだ。

（私が恋人だって知ったら、ふさわしくないって言われるに決まってる）

　取引先の人にも、こんな女が社長の恋人なのかと、あきれられるに違いない。彼の評価を下げてしまわないかと、怖くなる。誰もが、社長秘書の鮎川や、昼に訪れた八島社長みたいなスラッとした体躯の、人前で堂々と振る舞える美女がふさわしいと考えている。恋人予想で出てきた芸能人たちも、すべて人目を魅了する、同性でさえため息をこぼしてしまうほどの美女ばかりだった。

（私なんかが）

　何度も学人に「なんか、と言うな」と注意をされたが、思考のクセはなかなか抜けない。彼の気持ちを信じていても、自己評価が急激に上昇するわけではない。ふさわしい女性になろうと奮起できるほど、ベースに自信があるわけでもないし、そもそも奮起できるほどの肯定感がない。

　考えれば考えるほど落ち込んで、こんな根暗な自分が、キラキラしい学人の隣に立つなんておかしいという結論に達してしまう。

（ご飯、作りたくないなぁ）

　食欲だってない。だけど、明日は弁当はいらない、とは言われていない。冷蔵庫のあまり物で弁当を作れなくはないがと、家に残っている食材を頭の中でザッと確認する。

（とりあえず、カゴに入れた分だけは、買って帰ろう）

　棚に戻すのもめんどうだ。レジに向かってトマトとオクラを購入し、トボトボとマンションに向かう。

　オートロックを解除すれば、重たい音をさせながらガラスの扉が横にスライドした。

　学人のマンションとは雲泥の差の、古びたワンルームマンションのエントランスは、チカチカと蛍光灯の一本がまたたいていた。消えかけている蛍光灯の一本が、亜子の心の暗い影を濃くした。すぐに管理のおじさんが気づいて交換するだろうそれが、学人と亜子の生きている世界は、これだけ違っているのだと訴えてくる。

（私……学人さん、私……っ）

　言いたいことがあるのに、言葉にならない。つかみどころのない霧みたいな感情をもてあまして、部屋に入り冷蔵庫に買ってきたものを入れて、水を飲んだ。お茶を淹れる気にもなれない。

　三畳のキッチンから奥の六畳の部屋へ行き、ペタンと座り込んだ。部屋にあるのはベッドと卓袱台、座布団と、座椅子クッションがひとつだけ。申し訳程度についている収納に、服は全部入れている。つまり、それだけしか服を持っていなかった。

　貧しいとは思っていない。いままで不自由を感じたことはない。ちょうどいい広さの、使い勝手のいい部屋だと思って暮らしてきた。押入れをクローゼットに改装したのだとわかる収納に、おさまる量の服で満足していた。足りない、服がない、と、会社の同僚たちのように、バーゲンのたびに買い物に出かけようと考えることもなかった。必要な時に、必要な分だけ。ずっと、そうやって生活していた。

（もっと、いろいろと皆みたいに興味を持って、自分を磨こうって努力をしていたら、自信を持てていたのかな）

　座椅子クッションに倒れ込み、抱きしめて目を閉じる。眠るでもなく、ただゆらゆらと時間の間あわいに意識をゆだねて、ぼんやりとする頭の中では、鮎川や八島社長の美麗な姿、彼女たちが学人と並んだ時のしっくりときている雰囲気、どこか見下したような、誇っている気配をかもす八島社長の艶然としたほほえみと、ふたりの後をトボトボと従者のようについて歩いた時の、わずかなみじめさが次々によぎっては消えていく。

　――ね、あのふたり、どんな雰囲気だった？　やっぱり、恋人っぽかった？

　自分の席に戻った亜子に、女性社員たちが仕事をしながら、ヒソヒソと問うてきた。あいまいに笑いながら「どうかな」とごまかしていると、頼りないと思われたのか、はっきりしない返答に焦れた彼女たちは、想像を尽くしてウワサをはじめた。会話の蚊帳の外に置かれているのに、その実は渦中にいる亜子のことなど、誰も気になどしていない。その程度の存在なのだと、ますます落ち込んだ。

（私の取り得って……自慢ができることって、なんだろう）

　社内の手書き文書はすべて、亜子に回ってくる。しかしそれは、たまたまだと考えている。たまたま習字が得意だったから。末端の事務員なので、手が空きやすいから。学人が気に入ってくれている和食だって、偶然に彼がそうと知って、おせっかいにも弁当を作っていったから彼の口に入っただけで、特別に上手というわけではない。

（私くらいの人なんて、いくらでもいる）

　もっと美人で、字がきれいで料理も上手な人はたくさんいる。料理ブログを作ったり、本を出版したりしている女優やモデルが、テレビで手料理を披露している姿を見たことがある。

（ああいう人なら、学人さんの隣に立っても見劣りはしないし、皆も納得するよね）

　自分が恋人でいると、学人は彼にふさわしい女性に目を向けられなくなってしまうのではないか。

（学人さんに、ふさわしい人……やさしくて、かっこよくて、情熱的で）

　魅力たっぷりの学人を、自分なんかに縛りつけているなんて、とんでもない罪なのではないか。

　ハッと起き上がった亜子は、自分を抱きしめて震えた。自分のせいで、学人が嫌な思いをするかもしれない。あんな女を恋人に選ぶなんてと、言われてしまったらどうしよう。

（いまなら、まだ誰も知らない）

　亜子と学人が付き合っていることは、誰ひとり気づいていない。彼の評価が下がる前に、身を引かなければ。

　強迫観念に似たものに突き動かされて、亜子はカバンに飛びついて、入れっぱなしだったスマートフォンを取り出すと、心を急かせてメッセージアプリを起動し、学人へ別れを切り出した。

『いままで、ありがとうございました。私、やっぱり社長と付き合うのは、無理です。私には、私にふさわしい人がいます。』

　送信して、唇をギュッと噛んだ。学人と書かず、社長と打ったのは、距離を取るためだ。私にふさわしい人、としたのは、学人にふさわしい人は別にいると書けば、反論をされそうだから。

（これでいい）

　メッセージ画面を見つめていると、体が小刻みに震えてきた。ごっそりと大きな何かが抜け落ちて、暗闇の中に閉じ込められた気分だ。冷たい風が吹きすさぶそこは、とても狭くてさびしかった。

　スマートフォンと眼鏡を乱暴に投げ捨てて、うずくまって膝がしらに目を当てて、熱くなったまぶたを押さえても、隙間からこぼれた涙で肌が濡れた。

「っ、う……学人さん」

　彼が好きだ。どうしようもなく、学人が好きでたまらない。だからこそ、身を引かなければならない。誰もが納得し、認める女性を恋人にして、公私共に一点の曇りもなく支え合う相手としあわせになってもらいたい。

（私じゃ、ダメ）

　ちんちくりんの、地味で取り得のない自分など、なんの役にも立ちはしない。できてせいぜい、家政婦だ。

（ありがとう、ありがとうございました……学人さん、ありがとう）

　すてきな思い出を与えてもらった。短い間だったけれど、幸福な夢を見させてもらった。まるで、洋画のヒロインになったみたいな体験だった。自分には過ぎたしあわせだった。一生分の運を、使い切ったと言われても納得のできる、最高の日々だった。

「ふっ、ぅ……学人さん……学人さん」

　愛しくて、胸が潰れそうだ。恋しくて、抱きしめてほしくてたまらない。身を引くと決めたのに、メッセージも送ってしまったのに、未練を残している。

「私……私、学人さんが好きです……だから、だから」

　できることは、身を引くことだけ。彼がふさわしい女性と出会い、結ばれるための邪魔をしないでいることだけだ。

（愛してくれて、ありがとうございます……ありがとう、ございました）

「うっ、ふぇ……うっ、ううう……うっ、ぁあ」

　とうとう声を上げて泣きはじめた亜子は、感謝の言葉を繰り返しながらしゃくり上げ、学人とのさまざまな思い出を噛みしめているうちに、いつの間にか眠りの世界へ落ちていた。
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（頭、いたい）

　ズキズキする頭を押さえて、不鮮明な意識で立ち上がり、洗面台の前に立つ。鏡を見れば、腫れぼったい目をした自分がいた。あのまま、風呂どころか着替えもせずに、泣いているうちに意識を失ってしまった。気力がわずかも残っていない。とりあえず顔を洗って、水を飲んだらひどく喉が渇いているのだとわかった。二杯目を飲んで、どこかに放り投げた眼鏡を探す。

　床を這って眼鏡を見つけて装着すると、スマートフォンが目に入った。引き寄せれば、学人からメッセージがいくつも入っていると通知が来ている。ズクンと胸が熱く疼いて、さっき飲んだばかりの水が、もう涙に変わってしまった。潤む目を乱暴に擦って、会社に電話をかける。

「もしもし……幸原です。はい、あの……ええ、そうです……風邪、ひいてしまって…………はい、はい、すみません。はい、ええと……ちょっと、病院に行くのもつらい状態で、だから、今日と明日、休ませてもらってもいいですか？　はい、はい……すみません、はい、ありがとうございます、はい……失礼します」

　電話を取ったのは、霧島課長だった。泣きはらし、起き抜けの声はガラガラで、落ち込んでいる気持ちと相まって病人らしい声音になった。人のいい霧島課長にウソをついたことに、うしろめたさを感じつつ、疑われなかったことに安堵する。

「はぁ」

　とても外に出られる顔じゃない。学人の姿を見れば、泣いてしまいそうなほどに心は不安定だ。

「とりあえず、シャワーだけでも浴びよう」

　ひとり言で自分を無理やりその気にさせる。シャワーを浴びて寝間着に着替え、冷蔵庫を開けてトマトを洗った。切る気になれなくて、そのままかじる。とろりとこぼれたものが手首を伝って、舐めとると学人を思い出した。

　体中、どこもかしこも彼の唇になぞられた。亜子の体の隅々にまで、学人のキスは行き渡っていた。表面だけではなく、内側にも学人は満ちている。最後に彼と繋がったのは土曜日の夜から日曜の朝にかけてだったけれど、いまだに彼に満たされていた。

（私、学人さんでいっぱいになってる）

　心も体も、学人で埋め尽くされている。存在自体が、学人に塗り替えられていた。それなのに、どうして自信は湧いてくれなかったのだろう。どうせなら、劇的な変化を遂げてくれればよかったのに。そうしたら、別れの言葉なんて送らずに済んだ。

「自分で決めたことなのに」

　バカだなぁと自分を笑えば、あれほど泣いたのに涙がふたたび流れ落ちた。本当は別れたくない。もっともっと、学人に愛されていたい。自分の手料理をよろこんで食べてくれた学人。あの笑顔を、ずっと見ていたい。まだ彼に作っていない料理がたくさんある。祖母から教わった料理は、まだまだあった。

　けれどもう、それらを彼に振る舞う機会は失われた。

　自分でそれを、終わりにした。

　食べかけのトマトを見つめて、ゆっくりと息を吸い、細く長く吐き出した。トマトを置いて、手を洗い、ベッドへ向かう。

　ドサリと自分を投げ出すように倒れ込み、眼鏡を外して目を閉じると学人の声が鼓膜によみがえった。

　愛していると言ってくれた。かわいいと褒めてくれた。おいしいと笑ってくれた。怖いくらい真剣な目で、ニヤリと笑って抱きしめられた。そして激しく求められ、体の深い部分で繋がった。

　ブルッと震えて、体を丸める。学人との情事の記憶に肌が火照った。

「やだ、私」

　学人が欲しい。いますぐに抱きしめられたい。キスをして、荒々しく求められたい。

「ううっ」

　歯を食いしばり、考えを振り払おうとすればするほど、学人への思慕がふくらんでいく。憧れが現実の恋となった報いだと、爆発しそうな気持ちを必死に抑え込んだ。

　憧れのままでいればよかった。雲の上の人――近い場所にいながら、遠い世界に住んでいる人。交わることのない、ガラス越しに見続けている相手。変な気を起こさずに、彼の言葉を社交辞令として受け流し、弁当を作っていかなければ、こんな気持ちにはならなかった。

「学人さん」

　一秒でも早く思い出にして、何食わぬ顔で出社して、遠い過去の記憶として胸に閉じ込めて仕事をする。いままで通りに来客にお茶を淹れて、社長室に出しに行ったとしても、特別な感情が動くことはなくて。

（八島社長と会話をしていた学人さん、私のこと、ぜんぜん意識していなかったし。エレベーターを降りて、オフィスに入るまでの間も、社長と社員の態度をしていたし）

　彼はきっちりと切り替えができる人だ。だから、何も心配はいらない。問題なのは、亜子の気持ちだ。

（強くならなくちゃ）

　もともと彼は手の届かない存在だったのだから、元に戻っただけなのだ。彼に弁当を作っていく前の状態を思い出して、戻ればいいだけ。

（夢だったのよ）

　やけにリアルな夢を見ていただけなのだ。現実に戻りなさいと自分に言い聞かせていると、インターフォンが鳴った。こんな時間に、誰だろう。

　むくりと起きれば、ふたたびインターフォンが鳴った。訪ねてくる人は、配達員かセールスの人間くらいしか思いつかない。それだと共同玄関で鳴るはずなのに、音が近い。インターフォンは、玄関で鳴らされていた。

（ガスメーターとか、なにか、点検の人なのかも）

　それならオートロックを合い鍵で開けて、入ってくることができる。火災報知設備点検のお知らせは入っていなかったけれど、見落としていたのかもしれない。あるいは、管理と掃除のおじさんが、何かの用事で鳴らしているのかもしれなかった。

　そう思って、ブラトップを取り出し身に着け、インターフォンに「はぁい」と返事をしながら急いで着替え終えると玄関を開けた。

「あっ」

　現れた顔に短く声を上げると、思考が停止した。

（どうして、学人さんが）

　スーツ姿の学人はニコリともせずに扉を大きく開けて、ビニール袋をガサガサ鳴らしながら入ってくる。呆然とする亜子は、彼を止めることも忘れて立ち尽くしていた。

「思ったよりも、元気そうでよかった」

　靴を脱ぎながら言われて、我に返った。

「学人さん」

　どうして彼がここにいるのか、さっぱりわからない。いまはまだ仕事の時間で、しかも彼に住所は教えていなかった。

「急いで着替えたのか？　寝間着に戻して、寝ていろ」

　言いながらチェーンと鍵をかけた学人は、すたすたと奥に行く。ふうんと室内を軽く見まわして、キッチンの狭い調理台にビニール袋を乗せた。

「ここでいつも、料理をしているんだな」

　目を細めた彼の口許が、やわらかく持ち上がっている。愛おしむように、キッチンというより台所と呼んだほうがふさわしい場所を撫でた学人は、袋からアイスクリームや栄養ドリンクなどを取り出して冷蔵庫にしまうと、レトルトのおかゆを持って手を止めた。

「食欲がないのか？」

「どう……して？」

「食べかけのトマトが流しにあるから、そう思ったんだ」

「そうじゃなくて」

「うん？」

「なんで、こんなところにいるんですか？」

「見舞いに来たに決まっているだろう」

「仕事は」

「休むと言ってきた」

「そんな、だって……社長なのに」

「社長だって人間だ。急に都合が悪くなることもある」

「だけど」

「亜子」

　言いかけた唇に、人差し指を当てられて口をつぐむ。

「俺がいなくても、一日くらいなんとかなる。優秀な社員がたくさんいるし、非人道的な取引先はないからな」

　ウインクされて、ドキリと心臓が跳ねた。

「大切な人の具合が悪ければ、傍についているのが当然だろう」

「でも、あの……私」

「ほら、レトルトだけど、おかゆ。これなら、食べられるか？　医者にも行けない状態なんだろう？　霧島がそう言っていたぞ。だから、明日も休むってな」

　ニヤリとされて、気がついた。

（ウソだって、バレてる）

　居心地が悪くなって顔を伏せれば、顎を掴まれ上向かされた。

「亜子」

　視線をそらして、彼の顔を見ないようにする。

「目が腫れぼったい。泣いたんだな？　俺に別れを切り出して……それで、顔を合わせづらいから、仮病を使ったんだろう」

「……」

「どうして、あんなメッセージを送ってきた？　俺の返信は、読んでいないんだろう」

「……」

「亜子」

　硬く唇を引き結ぶと、ため息をつかれた。

「別れるつもりはない。泣いたということは、俺を嫌いになったわけじゃないんだろう？　ありがとう、とはすごい別れ文句だな」

　鼻先で笑われて、心が震えた。

「亜子にふさわしい人とは、どんな人間だ。俺のどこを変えれば、ふさわしくなれる？」

　ぜったいに答えないぞと目を閉じれば、抱き上げられた。

「きゃっ」

「そっちがそのつもりなら、俺にも考えがある」

　そのままベッドに運ばれて、のしかかられた。

「明日も休みなら、いくら疲れさせても問題ないな」

「えっ……あっ！」

　ジャケットを脱ぎ、ネクタイを外した学人に手を掴まれた。グルグルとネクタイで手首を縛られ、乱暴に上着をたくし上げられて、肌をあらわにされた。

「やっ、学人さん」

「俺がどれほど亜子を欲しがっているのか、愛しているのかを行動で示す」

　シャツを脱いだ学人の、獰猛な笑みに肌が震えた。体の奥が彼の愛撫を予感して、従順に熱を発した。火照った肌に彼の手が触れる。

「亜子」

　悩ましい声で呼ばれて、唇をふさがれた。

「んっ、ぅ……ううっ、ふ、ん、ぅ」

　噛みつくようなキスは、激しいけれどもやさしかった。亜子の口内を味わい尽くしている舌は、どこをどうすれば亜子の全身の性感帯を目覚めさせられるのかを知っている。口の中をなぶられて、亜子の肌はさざめいた。

「ふ、ぅん……う、うう……うっ、ふぅ、うっ」

　あっという間に、体は淫靡な震えに包まれた。亜子の体は隅々まで、学人にしつけられている。彼の唇に、指に引き出されて育てられた快楽のよろこびを、容赦なく煽られては勝てるはずもない。

「はっ、ぁ、あううっ、んっ、ぁ、学人さ、ぁんっ」

　深いキスで目覚めさせられた性感帯を、学人の舌がくすぐり、指が這う。背中も脇腹も乳房もその先端も、腹部ももちろん、指先や足、内ももまで丹念に愛撫をされて、亜子は声を抑える余裕もなく身もだえた。

「いい声だ……素直だな、亜子」

「んっ、ぁあ……ひっ、ぁ、ぅう……っ、くぁあ、んっ、ぁ、あ」

　体中を愛されるのに、肝心な箇所には触れてくれない。亜子の女の園はたっぷりと愛液をにじませて、ほとびて熟れて待っている。それなのに、脚の付け根までは愛撫をされるのに、その少し横には、指も唇も移動してはくれなかった。

「ふ、ぁあっ、あ、学人さん……っ、んっ、ぁ、ああ」

　もどかしくて、焦れた隘路がわなないている。そのたびに学人を欲しがる奥が愛液をあふれさせ、トロトロと女の肉花を艶やかに光らせる。自由にならない手首をなんとかしようと、腕を動かしてもネクタイは外れないどころか、ゆるみもしなかった。

「ぁ、あんっ、はぁ、うっ、んんっ、ぁ、うぅんっ」

　尻を持ち上げ、腰を揺らしても学人はそこに触れてくれない。太ももに彼の硬く熱いものが触れて、頭の芯に火花が散った。

　欲しい、と弾けた欲望に、亜子の奥がただれて溶ける。たくましい学人の熱杭を打ち込まれ、内側から支えられ、とろけたい。互いに快楽をむさぼって、愉悦の熱を交換し、高めて心地よい場所に意識を羽ばたかせたい。

「んぁ、あっ、学人さ……ぁんっ、あっ、あ、はぁあ」

　乳首をつままれ転がされ、生まれた快感が下肢へと走る。もうこれ以上はないというほど、秘所は準備を整えきっているというのに、どうして学人は与えてくれないのだろう。

「っ、あ、ぁあ……っ、やっ、ぁ……学人さんっ、あ、学人さん」

「切ない声だな、亜子」

　チュッと鼻先にキスをされ、縛られたままの手でしがみつく。体を揺らして、欲しいと伝えても学人の熱は秘裂に触れない。

「んぅうっ、学人さぁ……ん」

「俺が欲しいか？」

「んっ、ふ……ぁ、ぅうっ」

「欲しいのなら、そう言えばいい……亜子」

　快楽になぶられすぎて、涙をにじませた目で学人を見つめる亜子の意識は、グズグズにとろけていた。

「ほ、し……ぃ」

「もっと、ちゃんと言えるだろう？」

「欲しい、です」

　かすれ声で伝えれば、キスをされた。まっすぐに視線を捕らえられる。
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「何が……誰が、欲しいんだ？」

「学人さんが……欲しいの」

　切ない声に、ほほえみを返された。

「俺が、好きか？」

　うなずけば、また、言葉にしろと命じられた。

「好き、好きです……学人さんが、好きです」

「じゃあ、どうして別れようと思った」

　ボロッと亜子の瞳から、大粒の涙がこぼれる。

「好きだから」

「ん？」

「好きだから、です……だって、私、ぜんぜん……学人さんにふさわしく、ない……っ、自信、なくて……魅力もなくて……取り得も……っ、平凡で、学人さんにつり合わない」

　しゃくり上げながら告白すれば、バカだなと目じりを拭われた。

「あれだけ愛していると伝えたのに、まだ足りなかったのか？」

「し、信じてないわけじゃ……ないんです……っ、私、私が、悪いんです……っ、学人さん……私のせいで……学人さんの評判が……っ、ふぇ」

　こうして泣いているだけでも、情けなくてしかたがなくて、それがさらに次の涙を誘ってしまう。泣きじゃくっている亜子の顔中に、やさしいキスが降ってきた。

「そのあたりの詳しい話は、終わってからじっくりと聞くとしよう。俺も、亜子が欲しい……いいか？」

　コクリとうなずけば、待ち望んでいた箇所に熱くたくましいものが触れた。息を呑めば、胸先をくすぐられて緊張をほぐされる。たっぷりと濡れた肉花は学人の熱を歓迎し、うねりながら彼を包んだ。

「ぅ、は」

　短い学人の艶やかな息に、心が震える。

「学人さん」

　かすかな息で呼べば、「亜子」と呼び返された。グッと奥まで突き上げられて、細く長い悲鳴を上げる。動きを止めた学人に、手首の戒めをほどかれた。

「乱暴をしたな」

　首を振って、抱きついた。

「ごめんなさい……私、怖くて」

「不安にさせた原因があるんだろう？　それを少しずつでいい、ゆっくりと解消しよう」

「学人さん」

　感動に声が震える。微笑をたたえた唇にキスをされ、目を閉じればゆるゆると隘路を擦られた。

「あっ、ぁ……は、ぁ…あっ、ん……んんっ、あ、学人さん……っ、は」

「亜子……ここに入ったのは、俺が最初だったな」

　屋上で抱かれた記憶がよみがえり、真っ赤になってはにかんだ。

「俺は、亜子の最後の男にもなるつもりだ」

「えっ？」

　どういうことかと問う前に、照れくさそうに鼻を鳴らした学人が勇躍した。

「ひぁっ、あっ、はぅ、んっ、あっ、学人さっ、ぁ、ま、ぁ……っ、はぅうっ」

　えぐるように隘路を突かれて、焦れていた体がよろこびに包まれる。身をくねらせて学人に合わせ、快感を追いかける亜子の姿に、さらに情欲を掻き立てられた学人は精を発して軽く余韻を味わうと、すぐさま力を取り戻して二度目に挑んだ。

「ぁうっ、やっ、そんな……あっ、ぁ、学人さん、まって……まっ、ぁ、はぁあっ」

　獣のように息を荒げて求めてくる彼の眉根に、必死のシワが寄っている。夢中で求めてくる姿に、キュンと胸が甘く絞られて愛おしさがしたたり落ちた。

　愛していると強く意識した瞬間、隘路はギュウッと学人を締めつけ、彼の情熱が深い場所に注がれた。誰も触れることのできない場所に、想いの火が灯る。

「あ、ぁ……学人さん」

　これほど愛おしい人と、どうして別れようと思えたのか不思議でならなくなった亜子は、彼の唇を求めて首を伸ばした。受け止められて、キスを返される。

「んっ、ふ……ぅ、学人さん、私、私……学人さんが、学人さんが好きです」

　彼を知る前に戻れるわけがない。心の奥に彼の存在は刻みつけられてしまっているのだから。

「亜子……俺も、亜子が好きだ。愛しているよ、亜子」

「はい、はい……ありがとうございます」

「どうして、礼を言うんだ」

「だって、私なんか……学人さんにふさわしくなんて、ないのに」

「亜子のそれは、口癖だな。亜子は俺にとって、最高の女性だ。卑下をする必要はない」

「でも」

「いい……クセはすぐに直らないものだからな。亜子が言うたびに、俺が否定してやる。すばらしい女性だと、言い続けてやる」

　小さく首を横に動かせば、頬を両手で包まれた。

「俺の言うことが、信じられないか？」

「私が、私を認められていないんです。学人さんが悪いんじゃなくって、私が悪いんです」

　まぶたを伏せれば、まつ毛にキスをされた。

「いくらキスをしても、亜子の心には通じないらしいな」

「愛されているって、感じています。通じていないわけじゃないんです」

「どういうことだ？」

　口ごもると、学人が起き上がった。彼が抜けて、空虚が生まれる。さみしくなって視線を上げると、抱き起こされた。

「とりあえず、何か食べよう。と言っても、俺は料理がろくにできない。パンやソーセージを焼くのがやっとだ」

「簡単なものでいいなら、すぐに作ります」

　昨日買ったトマトとオクラ、かつお節でサラダを作り、冷凍してある魚を焼いて、玉ねぎと乾燥ワカメで味噌汁を作ればいい。ご飯も冷凍してあるものを解凍すればと、天井を見ながら献立を考えた。

「いいな」

「え？」

「いま、何を作るか考えていたんだろう？　そういう顔が、すごくそそられる」

　キョトンとすれば、抱き上げられた。

「まずは、風呂に入ろう。料理は、それからだ」

「えっ、え……もしかして、一緒に入るつもりですか？」

「いけないのか？」

「いえ、あの、狭いので、無理だと思います」

「ふうん？」

　言いながら学人は気にせず浴室に行き、キラリと歯をのぞかせた。

「入れないほどでは、ないみたいだな」

「ええっ？」

　二点ユニットバスは、ビジネスホテルのトイレも設置されている三点ユニットバスよりも、ずっと手狭だ。身を寄せあうようにしなければ、とてもふたりでは入れない。しかし学人は気にする風もなく、亜子を浴槽に座らせて扉を閉めた。

「さあ、洗ってやる」

　楽しそうな学人の笑みに、亜子は素直に従うしかないと悟った。
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　学人の飼い犬になった気持ちで彼に全身を洗われ、体を洗う彼の均整の取れた体つきにドキドキした後、バスタオルで体を拭い、下着をつけて寝間着を着た亜子は、料理をする前に学人が買ってきたアイスを食べながら、聞かれるままにポツポツと彼に別れを切り出した経緯を伝えた。

　しゃべっている間にどんどん自分が頼りなく、情けなくなってきてうつむくと肩を抱かれた。

「それほど俺を想ってくれているんだな」

　ハッと顔を上げると、切れ長の彼の瞳が柔和な輝きをたたえていた。

「俺を心配して、身を引こうとしたなんて、いじらしいな」

「そんな……そんなんじゃないです。ただ、私に自信がないだけで」

「亜子は魅力的だ。鮎川や八島社長と比べて、勝手に落ち込まなくていい。俺にとっては、ふたりよりも亜子のほうが、ずっと惹かれる。だから、あんな場所で手を出した」

　あんな場所を思い出して赤くなれば、クスクスと笑われた。

「いつまでも、恥じらうんだな。大胆に俺を求めて、あんなに声を上げたのに」

「それは……その、私……っ、だって、あんな」

　ポンポンと、肩にあった手で頭を軽く叩かれる。

「とんでもない初体験だったな」

　からかわれ、口をパクパクさせてみるも、抗議の言葉は出てこない。さらに笑った学人の頬が、髪に触れる。

「ずっと、見ていたんだ」

　え？　と視線を向けると、陽だまりみたいな笑顔があった。

「気づいていなかったんだろう？　俺が亜子を気にしていること」

　キョトンとままたくと、ふうっと息を吹きかけられた。

「弁当を作ってきた女子社員に、誰彼かまわず手を出す男だとでも思ったか？」

「いえ……でも、その、どうしてなんだろう、とは思いました」

「亜子が好きだからに、決まっているだろう」

「ええっ！」

「なんで、そこで驚くんだ」

「だって、学人さんと私の接点なんて、ほとんどないじゃないですか！　お客様にお茶を出すくらいで」

「近くで顔を合わせる機会が、幾度もあったということだろう？」

「会話なんて、特にないですし」

「誰かと話をしている姿を見ていた」

「そんなことで、学人さんみたいな人が、私を好きになるなんて……あり得ません」

「あり得たから、俺は亜子に手を出したんだ。弁当を作ってくれると言われた時に、どれだけうれしかったか想像できるか？　亜子も俺に気があるのだと、あの日はなかなか眠れなかった」

　まさかそんなと学人を見つめる。彼の目は、ウソを言っていなかった。

「チャンスを逃したくなくて、キスをした。亜子は嫌がらなかったな？　そうすれば、欲が出た。このまま亜子を手に入れたくなった」

　だから、あんな場所で行為に及んだのか。つまり、学人はそれだけ亜子を強く想っていたということで――。

「え……え？」

「やっと通じたか」

　フフンと誇らしげに鼻を鳴らされ、グラリと世界が揺れた気がして目が回った。告げられたことをうまく受け止められなくて、ポカンと口を開けていると、アイスを口に入れられた。甘くて冷たい食感に我に返る。

「あの、学人さん、それって、前から私のことを……その、学人さんが……えっと、あの、その、そういうこと……ですか？」

　困惑しながら問えば、しっかりと首肯された。気を失いそうなほどの衝撃を受けて、胸に手を当てて目を閉じる。深呼吸をして、眉間にシワを寄せて頭の中を整理した。

（学人さんは、前から私が気になっていて、お弁当を持って行った私に脈があると考えて、それでキスをしてみたら、私が嫌がらなかったから、そのまま……しちゃったってことで、いいんだよね？）

「亜子、大丈夫か？」

「ちょっと、衝撃が強すぎて……つまり、私たちは両想いってことなんですよね」

「何度も言っただろう？　愛していると。それすらも伝わっていなかったのか？」

「ああ、違うんです！　そうじゃなくって、ええと……私、こんな」

「料理がうまくて、社内文書の代筆をまかされるほど字がキレイで、物腰がやわらかく、人当たりもやさしいから来客からの評判もいい。ひかえめな笑顔は可憐な花に似て、とても愛らしい」

　息がかかるほど近くで褒められ、またもや目がグルグルした。

「あっ、あ……わ、わたっ、私……わっ、ぁ、でもっ、皆が」

「俺と亜子との問題なのに、なぜ周囲を気にしなくちゃいけないんだ」

「だって、学人さんは社長で……社長の相手はやっぱり、すごく美人でかっこよくて、並んでも見劣りしないような人でないと」

「亜子はかわいい」

「違いますっ！」

「俺の目を疑うのか」

「鮎川さんとか、八島社長みたいな人のほうが、皆が納得するっていうか」

「俺の人生のパートナーを、どうして他人の基準で決めなきゃならないんだ」

「ぱっ、パートナー?!」

　声がひっくり返ってしまった。学人はクックッと喉を鳴らしている。

「アイスを食べたら、昼食を作ってくれないか？　もうすぐ昼だ。腹が減ったな」
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　昼食を食べ終えると、名残惜しみつつ学人は会社へ戻っていった。

（はぁ……心臓が爆発しちゃうかと思った）

　まだドキドキしている。学人の言葉はとてつもなくうれしくて、衝撃が強すぎて不安を浮かべる余裕などなかった。

（学人さんが、前から私を……なんて、想像できなくても当たり前だよね）

　けれどこれで、屋上でのキスとその先の行為がなぜだったのか、理由がわかった。

（私よりも先に、私を想ってくれていたなんて）

　誰だって思いつきもしないだろう。女性社員たちの憧れの的が、社員の中で一番地味な女に思いを寄せていたなんて。

　クスクスと心の底から笑いがさざめき起こって、照れながら肩をすくめた。別れの言葉は撤廃で、明日は出社をしようと決めると、お弁当用の食材を買ってこなければと準備をはじめた。

　着替えを済ませて家を出ようとした時に、スマートフォンに着信があった。

『亜子、いま何をしている？』

「スーパーに行くところです」

『そうか。夕食の支度か』

「それと、お弁当のおかずです。明日は出勤しようと思って」

『うん……夕食は、作らなくてもいい。食べに行こう』

「あ、はい」

『七時に迎えに行く』

「わかりました……あの」

『うん？』

「服とか、どうしたらいいですか？」

　学人が連れていってくれる店なら、きちんとした格好のほうがいいだろう。どんな場所なのかを聞いて、準備をしておきたい。

『どんな服装でも、亜子は魅力的だ』

「なっ、あ……そういうことじゃなくてですね」

『来客だ……悪いが、切るぞ。それじゃあ、七時に』

　プッと音声が途切れて、通話の切れた画面をながめる。

（服、どうしよう）

　スーパーに行くよりも、服を買うほうが先だと考え、ショッピングモールに行き先を変更した。

　平日の昼間でも、ショッピングモールはそこそこのにぎわいで、どんな服がいいだろうかとさまよう亜子に、店員がにこやかに話しかけてくる。

「あの、ええと……おしゃれというか、落ち着いた雰囲気というか……そういうものを探しているんです」

　学人の隣に立つのなら、大人っぽい格好がいいとは思うのだが、身長と丸顔、ぶ厚い眼鏡のせいで鮎川たちのような、スラッとした美人に似合う服装だと着られている感じになってしまう。いつも選ぶのは、ふんわりとした、流行を追いかけていない凡庸性の高いプチプラファッションだったが、今回は奮発していつもよりも高いものをと考えているのだが、何をどうすればいいのかさっぱりだ。

「どういった用途でしょうか」

「それは、あの……で、デートで……食事に誘われて……いつもの格好でいいと言われたんですけど、連れていかれるの、いいお店だと思うので」

　前に連れていかれた店を思い出し、デートと言ったことも恥ずかしくてうつむくと、店員は「なるほど」とほほえんでいくつか見繕って渡してくれた。

「試着室は、こちらです」

　テキパキと対応されて、流されるままに試着を済ませ、鏡に映った自分の垢ぬけなさに落ち込んだ。

（だけど、学人さんは私を見ていてくれたんだから）

　美女が傍にいるというのに、自分を選んでくれたのだからと丸く落ちた肩を開いて、グッと胸を張った。

　選んだのは、やわらかな印象のワンピースだった。淡いクリーム色のマキシ丈で、大きすぎない花柄だ。清楚な雰囲気で、藤色のストールと合わせれば、しっくりとして子どもっぽさが払しょくされた。こうなれば小物もそろえなければと、バッグと靴を購入し、準備を終えて時計を見ると、もう午後五時を過ぎていた。

　あわててスーパーに立ち寄ってから帰宅し、着替えを済ませて鏡の前で確認をしていると、インターフォンが鳴った。

「はい」

『迎えに来たぞ』

　学人の声にほほえんで、玄関を出てエントランスに向かう。見慣れたスーツ姿の学人が、いつもよりもずっとステキに見えた。

「かわいいな。よく似合ってる」

「ありがとうございます」

　いつもとは違う服を着ているだけで、彼の隣に並ぶ勇気が湧いた。案内されたのは、前とは違うフレンチのお店だった。ここではコースを食べようと言われ、ふたりともメインは魚料理に決めた。飲み物は、学人はワイン、亜子はジンジャーエールだ。

「変に思われませんでした？」

「何がだ」

「午前中、お休みしたじゃないですか。学人さん」

「ああ、恋人の具合はもういいのかと、からかわれた」

　カラリと言われて、照れくさくなる。まさかその相手が亜子だとは、誰も思うまい。

「ついでに、明日は出勤できそうだとも伝えておいた」

「えっ？」

「亜子の具合を聞かれたから、そう答えておいたんだ」

　ポカンとして、フォークを持つ手の動きを止めれば、小首をかしげられた。

「どうした」

「いえ、あ……え？」

　目をパチクリさせると、クスクスと笑われる。

「隠す必要もないからな。亜子が俺の恋人だと言ったんだ。そんな顔をした社員が、たくさんいたぞ」

「えっ、ええ……そんっ、え……え？」

「意外だったと言われたな。質問攻めにされたが、先に俺が惚れたと説明をしておいた」

　顔どころか、体中が熱くなった。明日、出勤したら取り囲まれて質問を浴びせかけられることだろう。

「あ、あの……それで、屋上のこととか、そういうのは、あのっ」

「ん？　言っていない。ただ、俺の恋人は誰だとウワサをし合っていたらしいな。亜子が話題に乗らなかったのは、興味がなかったわけではなく、当事者で言いづらかったからかと、さわいでいる連中がいたぞ」

　頭が痛くなってきた。グッとジンジャーエールを飲み干して、こめかみを押さえれば、追加を頼もうと学人が目配せで店員を呼んだ。

　ジンジャーエールを注文し、ふうっと息を吐いた亜子の胃がキュウッと絞られた。明日のことを心配する亜子に、ほがらかな声がかけられた。

「亜子が心配していたようなことは、何もない」

　顔を上げれば、学人はワイングラスをかかげていた。

「意外だったと言われはしたがな。鮎川は、うすうす感じていたらしい」

「ええっ?!」

「とにかく、亜子が不安になる要素はなかった。おめでとうと祝福されたぞ？」

「おめでとう、ですか」

　付き合う、ということだろうと思ったが、そうではなかった。

「デザートが来てからと思ったんだがな」

　学人がまた店員に目配せをすると、店員は花束を持って来た。受け取った学人が立ち上がり、つられて亜子も席を立つ。

「こういうキザなことは、苦手なんだがな。亜子が、自信がなくて不安がっていると言ったら、社員たちが俺のやり方が悪いと責めるんだ」

「そんな……学人さんは、何も悪くなんてないです。私が悪いんです。いつまでも、ウジウジして」

　だけどこれからは、少しずつでも自信を持てるように、彼に褒めてもらえたことを大切にがんばるつもりだ。

「亜子」

　膝を折った学人の顔が、亜子の下にくる。花束を差し出され、とろける笑みを向けられた。

「結婚してくれ」

　ヒュッと喉が鳴った。頭を強く殴られたような衝撃を受けて、とっさに返事ができないでいると、うながすように名前を呼ばれた。

「あ……私」

　のろのろと指を伸ばして、花束を受け取る。

「ありがとう、ございます」

　詰まった息でようやくそれだけを伝えると、学人が立った。

「よかった」

　心底ホッとしたと言いたげな声音に、胸の奥が熱くなる。泣きそうになってうつむけば、花束の中に光るものを見つけた。つまめば、透明感のある薄い水色の石の周囲にダイヤが散りばめられている指輪だった。

「ダイヤと、ブルームーンストーンだ。石言葉？　というのか。健康と幸運、希望らしい」

　亜子の手から指輪が取られ、左手の薬指にはめられる。サイズは、あつらえたようにぴったりだった。

「これ、どうして」

「サイズのことか？　眠っている間に、測ったんだ。出社して、亜子のことを伝えたついでに相談したら、すぐにでもプロポーズをすればいいと言われてな。それもそうだと、急いで買いに行き、この店を予約した」

「そんな……私なんかのために」

　ほらまた、と言いたげに、唇を指で押さえられる。

「亜子のためじゃない。俺のためだ。俺が、こうしたかった。言っただろう？　亜子の、最後の男になりたいと」

「学人さん」

　感激に喉が詰まって、目の奥が熱くなった。涙をこらえて笑えば、髪を撫でられた。

「デザートと共に運んでもらう予定が崩れた。花束はあずけておいて、食事に戻ろう」

「はい」

　胸がいっぱいで食べられそうにないけれどと思いつつ、席に着いた亜子は指輪の輝きに目を向けてはよろこびを噛みしめて、幸福に舞い上がりながら彼との食事を楽しんだ。
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　プロポーズから二か月後。

　亜子は学人のマンションに移り住んでいた。プロポーズの翌日に出社をすれば、祝辞の嵐に見舞われた。先に惚れたのが学人だと告げられていた女性社員に、やはり決め手は和食なのかと詰め寄られ、彼に手料理をふるまったのは、付き合ってからだと答えれば「女はやっぱり、清楚なほうがいいのかな」と、メイクの変更を検討していた。

「私も、よくわかっていないの。どうして学人さ……社長が気に入ってくれたのか」

　言い直せば、冷やかされた。嫉妬がまったくなかったわけではないが、心配するほど「学人にはふさわしくない」と非難はされなかった。

　プロポーズを受けたのだから、すぐに同棲しようと誘われて同意をし、翌日さっそくマンションの管理会社に退去の連絡をして、荷造りを少しずつ進めつつ、休みの日は学人とともに同居に必要なものを買いに出かけた。

　足元がふわふわとして、雲の上にいるような気分だった。手の届かない、憧れの、雲の上の人の隣にいるのだから、そうなってしまうのもしかたがない。

　うかれながらも誇示しない亜子の姿勢は、嫉妬をしていた人間の気持ちもなだめた。社長夫人にふさわしい態度だと、ほめそやす声も聞こえて真っ赤になったこともある。

　来客に茶を出せば、学人に婚約者だと紹介されて、困惑する場面もあった。

　二か月も経てば、そういうものも落ち着いてくる。やっと普段通りの社内の雰囲気に戻ったところで、学人との共同生活がはじまってよかった。会社で落ち着かない上に、家でも慣れない状態だと精神的に疲れてしまう。たとえそれが、大きなよろこびであったとしても。

「これで、全部か」

「はい。ありがとうございます」

　少しずつ不要なものを処分して、引っ越し後にどこに何を置くかなどを先に決めておいたからか、さほど物を持っていない亜子の荷解きは、夕方を待たずに完了した。

「お疲れさまでした」

「うん。ああ、亜子」

「はい」

「会社みたいに、俺に敬語を使う必要はないぞ」

　ちょっと考えてから、返事する。

「でも、もうクセになってしまっていて。だんだん、直すようにします」

　小さく首を動かした学人に引き寄せられて、キスをする。

「夢みたいだ。こうして、亜子と同居ができるなんてな」

「それは、私のほうこそです。ずっと憧れていた学人さんと、結ばれるなんて」

　夢見心地でキスをして、耳元でささやかれる。

「今夜は、祝いだな。疲れているだろう。なにか、食べたいものはあるか？　なんでも、亜子の食べたいものを食べに行こう。その後……俺に亜子をたっぷりと堪能させてもらえるか？」

　艶やかな誘いに、恥じらいながらうなずいて、亜子は「この近くの、学人さんのお勧めのお店がいいです」と答えた。なるべく、少しでも長く、学人とふたりきりで過ごしたかった。

　それは学人もおなじだったらしく、彼がチョイスしたのはマンションから五分という距離の、洋食屋だった。赤レンガ造りの古い建物で、内装も大正時代や昭和初期などを彷彿とさせる店だった。老舗らしく、ここのデミグラスソースは絶品だと教えられ、ふわふわ卵のオムライスを注文した。エビフライとハンバーグの乗ったオムライスに、たっぷりとデミグラスソースがかかっている。サラダもついており、どちらもとてもおいしかった。

　帰りに祝いのケーキを買おうと学人が言い出し、ちょっと足を伸ばしてひと筋向こうにある洋菓子店でケーキを買った。学人はチョコレートケーキ。亜子はフルーツたっぷりのショートケーキ。

「おじゃまします」

　マンションに戻って玄関をくぐりながら言えば、違うだろうと甘い声でとがめられる。

「ただいま、だ」

「た、ただいま」

　ドキドキしながら言い直せば、満足そうにうなずかれた。

（私、今日から本当に、ここに住むんだ。学人さんと、ふたりで）

　改めて幸福を噛みしめて、ソファに座る。キッチンに立った学人がドリップコーヒーを淹れて、ふたりはケーキの箱を開けた。

「亜子」

　呼ばれ、彼を見るとチョコレートのプレートをくわえていた。いたずらっぽく目を光らせている学人の意図を察して、恥ずかしくなる。

「ん」

　うながされ、おずおずと顔を近づけてプレートにかじりついた。眼鏡を奪われ、後頭部を掴まれて、そのまま深いキスをされる。

「んっ、ん……ふぅ、う……んんっ、う……はぁ」

　ビターなチョコの味わいと共に、甘い官能の予感が広がる。粟立つ肌を指先でなぞられて、ゾクゾクした。

「んっ、ふ……は、ぁ……学人さん」

「甘いな。次は、亜子のケーキを食べさせてくれ」

「食べさせてって……あの」

　ほら、と顎を動かしてうながされる。フォークで掬ったものを学人の口に入れれば、ニヤリとされた。まさかと思った瞬間に、またキスをされた。

「んんっ、んぅう……うっ、う……はっ、はあ……もう、学人さん。ゆっくりケーキが食べられないじゃないですか」

　照れ隠しにふくれると、悪びれもせずに「悪かった」と言葉だけの謝罪をされた。

「ガマンができなくなったんだ。これからずっと、共にいるというのにな」

「私は、逃げませんよ」

「逃げようとしただろう？」

　別れを切り出したことを持ち出されて、モゴモゴと口ごもる。まあいいと切り上げられ、ケーキを食べる学人の横顔を見ながら、ショートケーキを口に入れたが、先ほどよりも甘さを感じられなくなっていた。

　学人のキスのほうが、ずっと甘い。

　自分の考えに照れてしまった。コーヒーの苦味で口の中をさっぱりさせても、キスの余韻は消えてくれない。上の空でケーキを食べ終え、ごちそうさまと手を合わせると、唇をさらわれた。

「んっ、う」

　そのままソファに倒されて、学人の首に腕を回す。角度を変えてたっぷりとキスを堪能すれば、息が上がった。胸を上下にあえがせながら、ぎこちなく舌を伸ばすと学人の目がうれしげに細められる。キュンとして、もっとよろこんでもらいたくて、慣れないながらも賢明に舌を動かした。

「んふっ、う、ううんっ」

　伸ばした舌先を吸われれば、ゾクンと腰が跳ね上がった。腹の奥にジワリと熱が生まれてとろける。

「ケーキよりも、亜子のほうがずっと甘いな」

　おなじことを考えていたのかと、クスリと笑うと不思議そうな目をされた。

「いえ、私も、ちょっとだけ……似たようなことを思っていたんです」

　はにかみながら伝えれば、そうかとうなずかれた。

「それじゃあ、ケーキよりもずっと甘くて、心もとろける亜子をたっぷりと味わわせてもらおうか」

　私も、とは言えなかった。唇をふさがれたからではなく、そこまで大胆にはなれなかったからだ。

　恥じらって視線を外せば、こちらを見ろと言いたげなキスをされた。それでも目を外していれば、首筋を軽く噛まれた。

「あっ」

　強く吸われて身じろぎすれば、服をたくし上げられる。ブラジャーの上から胸を包まれ、やわやわと揉みしだかれると先端が硬くなった。布越しに擦られれば、もどかしさに体が揺れた。上着を脱がされ、ブラジャーのホックを外されるとホッとした。求めていた刺激を与えられると、亜子は期待に胸を躍らせた。

　けれどそうはならなかった。学人は亜子の上から退いて、裸体になると亜子を立たせた。胸を両手で隠しながら、学人をじっと見つめていると、衣服をすべて丁寧な手つきで脱がされた。一糸まとわぬ姿になって、胸と下肢を手で隠して困惑しながら、どういう意図なのだろうかと引き締まった学人の裸身を見つめる。腰のものは、すでに態勢を整えてたくましくそびえていた。

「亜子」

　吐息交じりに呼ばれ、抱き寄せられた。

「俺の、亜子」

　髪にキスをされ、耳元でささやかれる。

「愛している」

　心が震えた。

「誰にも、渡さない」

　背中を撫でられ、尻を掴まれる。グッと力を込められて、腹に学人の熱が押しつけられた。

「ずっと、俺の傍にいてくれ」

「学人さん……はい、います。ずっと……学人さんの傍に」

　誓いを口にすれば、笑みを乗せた唇が額に落ちた。まぶた、鼻先、頬、唇と順番にキスをされ、手を取られてベッドに導かれる。寝かされて、両手で輪郭を確かめられた。触れる指の感触はかすかで、くすぐったい。じっくりと見つめられると恥ずかしかったが、今日は「電気を消して」とは言えなかった。あまりにも学人の目が真剣で、慈しみに満ちていたので、羞恥を覚えるほうがおかしいと思えた。

　たっぷりと亜子の全身を手のひらと視線でなぞった学人の唇が下りてくる。うやうやしいキスが、濃艶な時間のはじまりの合図だった。

　乳房を手のひらで包まれて、なぞるように愛撫をされる。くすぐったさの奥から快楽が湧き上がり、ツンと尖った先端を指でつままれ転がされた。

「あっ、ああ……あっ、ん……ふ、ぁ……ああっ、く、ぅあ、ん」

　もう片方を口に含まれ、たっぷりとねぶられて濡らされる。濡れた箇所に指がかかって、もてあそばれると体の奥が熱くほとびた。とろけた亜子の秘所がわななき、隘路を伝って流れ落ちた愛液で濡れそぼる。ヒクつくそこを、学人の熱がかすめるたびに狂おしいほどの欲望が渦巻いた。

「は、ぁう……うんっ、う……くぅう、ん、ぁ……学人さんっ、ぁ、あっ、ああ」

　丁寧に、けれど性急に敏感な箇所を愛撫されて、亜子はグズグズにとろけてしまった。自然と脚が開いて、腰が揺らめく。学人の熱を求める箇所が、わななきながら空虚を埋めてほしいと訴えた。

「ああ……学人さんっ、ん……あっ、ああ……は、ぁ」

　欲しい。

　腰を浮かせて彼の下肢に押しつけると、ちょっと驚いたように眉を上げた学人に見つめられた。うなずけば、彼は笑み崩れた。離れようとする彼を引きとめて、首を振る。

「いいんです」

　避妊の準備をしようとしてくれた、彼の気遣いはとてもうれしい。けれどいまは、わずかも離れていたくなかった。

「いいのか？」

「はい」

　少し考えてから、学人はうなずいた。

「着けないでするのも、はじめてではないしな」

「え？」

「亜子の部屋に押しかけた時、だ」

　あっ、と気づいた亜子の唇が、サッと奪われる。

「子どもができてしまえば、亜子ももう俺から逃げられないと考えた……と言ったら、信じるか？」

　意地の悪い顔をされて、首を振る。

「どちらにせよ、もう亜子は俺から逃げられない。明日からは、結婚式の計画を進めよう……婚姻届も出してしまうか」

「そんな、早くないですか？」

「こうと決めたら、すぐに実行したいんだ。だから、あんな場所で亜子を抱いた」

「学人さん……せっかちなんですね」

「そうだ。だから、いまは亜子と繋がりたくて、ウズウズしている」

　じゃれ合うような会話が楽しくてたまらない。ふたりの心はしっくりと寄り添っていた。

「私も、学人さんが欲しいです」

　小声で伝えれば、キスをされた。学人はあきれるほどにキスをたくさんしてくれる。気持ちの乗ったキスは、亜子の胸で大きな花束になっていた。

「んっ、ぁ」

　学人の切っ先が秘所に触れ、ゆっくりと沈んでいく。開かれた亜子は学人の広い肩にしがみついて、悩ましい息をこぼした。

「は、ぁ……ぅう……んっ、ぁ、はぁ」

　亜子の表情を確かめながら進む学人の動きは、もどかしいほど緩慢だった。気遣ってくれるのはうれしいが、じれったくてたまらない。

「ふぁ、あっ、学人さん……っ、う……ぁ、ん」

　ようやく根元まで埋め込まれた。逃さないとヒダが学人にすがりつく。絞られた学人は短くうめき、首筋に鼻先を擦りつけてきた。

「亜子」

　熱っぽく、かすれた声に「はい」とささやき返す。しっかりと抱きしめられて、抱きしめ返した。

「っ、あ！　は、ぁあううっ」

　グッと腰をひねった学人が律動を刻んで、亜子を奏でる。彼の動きに合わせて艶やかな悲鳴を上げながら、腰をくねらせて愛液をしたたらせた。彼の動きはますます激しくなり、翻弄される亜子の髪がシーツに散らばる。荒々しい学人の息が首筋にかかり、耳に触れて耳朶を噛まれた。

「んぁっ、あ、はぁううっ」

　ビクッと腰が震えて隘路が狭まり、学人の熱をきつく絞めつけた。

「くっ、ふぅ」

　鼓膜が妖艶なうめきに震え、体の奥に情熱が注がれる。ジワリとにじんで広がる熱に、彼を受け止めたのだという実感が生まれた。

（ああ、私……学人さんに……っ）

　言葉にできない想いに満たされ、目を閉じる。しっかりと抱きしめられて、前髪をかき上げられた。まだ息を乱したままで、学人がやさしくほほえんでいる。切れ長の目じりは、これ以上ないというほど甘くとろけていた。

「亜子」

「学人さん」

　彼の頬を両手で包むと、汗でしっとりと濡れていた。全力で愛してくれる恋しい人に、気持ちのすべてを乗せた笑顔を返して伝える。

「愛しています、学人さん」

　きっぱりと言い切れば、自信が生まれた。この人の傍で生きていくのだと、覚悟ができる。いままで何をウジウジと悩んでいたのだろうと、さっぱりとした気持ちになった。

「いい顔だ」

　伝わったのだと、うれしくなった。

「これから、しあわせになろう」

「はい」

　はにかみながら、愛しい人の気持ちと共に、幸福な希望を乗せた唇を受け止めた。
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